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午前９時３０分開会 

○委員長（徳並伍朗君） 只今より予算審査特別委員会を開会いたします。委員の皆

様をはじめ執行部の皆様には、円滑な委員会運営にご協力を頂きますようよろしく

お願いをいたします。また、秋山議長、布施副議長にはオブザーバーとしてご協力

をよろしくお願いをいたします。 

それでは先の本会議におきまして本委員会に付託されました議案１１件につきま

して、審査をいたしたいと思います。なお審査の日程でございますが、本日と明日

８日は一般会計予算と特別会計の審査、９日に残りの特別会計、水道事業会計、病

院等事業会計、公共下水道事業会計の審査をし、３日間で会計ごとに審査を進めて

まいりたいと思います。 

また、一般会計、特別会計、企業会計の予算説明、質疑が全て終了したのち村田

市長に出席をお願いし、総括審議を行いたいと思います。 

それでは本日の審査の進め方でございますが、一般会計予算の説明にあたって

は、歳出の款ごとの審査といたしますが、歳出は主要事業、新規事業を、またその

歳出に関連する歳入についてのご説明をいただきたいと思います。款によっては所

管部局が多数となるため、それぞれの部局からの説明をよろしくお願いをいたしま

す。それでは林副市長さんご報告等ございませんか。 

○副市長（林 繁美君） ございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 議長さんご報告等ございませんか。 

○議長（秋山哲朗君） ございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 各議員さんご報告等ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（徳並伍朗君） それではこれより審査を始めます。議案第８号平成２４年

度美祢市一般会計予算を審査いたします。最初に財政課長より総括説明を求めま

す。奥田財政課長。 

○総務部財政課長（奥田源良君） それでは、議案８号平成２４年度美祢市一般会計

予算につきまして、その概要をご説明を申し上げます。お手元に別冊で配しており

ます平成２４年度予算の概要、これに基づきましてご説明をいたします。 

平成２４年度の予算編成に当たりましては、第一次美祢市総合計画がめざす市民

が夢、希望、誇りをもって暮らす交流拠点都市美祢市を目標に、この計画に掲げる

五つの柱を中心とした施策を推進することを基調といたしまして予算編成を行った

ものでございます。 
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それでは、予算概要の２ページ、３ページのほうをお開き願いたいと思います。

まず３ページでございますが、一般会計をはじめ各特別会計、企業会計の予算規模

を前年度と比較して掲載してございます。本市の平成２４年度の予算規模は、まず

一般会計で１８１億９，２００万円となり、平成２３年度当初予算額１６５億９，

６００万円に比較いたしますと、１５億９，６００万円、９．６％の増となったと

ころでございます。 

２ページのほうの財政規模の推移のとおり、２３年度に引き続きまして、増額予

算となったところでございます。増額となりました主な原因は、美祢市土地開発公

社の改革に係る経費や継続事業として実施しております大嶺中学校校舎改築事業な

どの増によるものでございます。 

特別会計につきましては、国民健康保険事業特別会計をはじめ、七つの特別会計

がございますが、予算規模の合計は７８億６，７１３万１，０００円で、一般会計

と特別会計の合計は、平成２４年度が２６０億５，９１３万１，０００円、平成２

３年度２４５億３，４９８万３，０００円、１５億２，４１４万８，０００円、

６．２％の増となったところでございます。 

では歳出から概要をご説明をいたします。８ページのほうをご覧頂きたいと思い

ます。歳出の目的別内訳では、３款民生費の構成率が最も高く、全体の２２．６％

を占め、４１億２，００４万５，０００円、次に２款総務費が２１．５％の３９億

５７４万５，０００円、続いて１２款公債費１１．９％、２１億６，６４１万３，

０００円、１０款教育費１１．３％、２０億５，７０８万６，０００円などとなっ

ております。 

では款別の予算額と主な増減理由につきまして、ご説明を申し上げます。まず議

会費でございますが、議会議員定数条例により４月に執行される市議会議員選挙か

ら定数が１９人となることなどによりまして、新年度予算額は、１億８，８６０万

１，０００円、対前年度５，３３４万７，０００円、２２．０％減となったところ

でございます。 

総務費は、２４年度に土地開発公社改革推進事業に取り組むこと、あるいは４月

に任期満了となります市長・市議会議員選挙経費、８月に任期満了となります県知

事選挙費などの増になることによりまして、新年度予算額は３９億５７４万５，０

００円、対前年度１９億１，２５７万５，０００円、９６．０％の増となったとこ

ろでございます。 

続きまして民生費でございますが、障害者自立支援関連経費、福祉医療助成事業
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費、吉則保育園に対します私立保育園施設整備補助金、後期高齢者医療事業特別会

計繰出金が増となっておりますけど、国保会計操出金、制度の見直しがあった子ど

も手当支給事業費、対象者の減少が見込まれる生活保護扶助費などが減少したこと

よりまして、新年度予算額４１億２，００４万５，０００円、対前年度８，９５１

万２，０００円、２．１％の減でございます。 

衛生費では、病院等事業会計への操出金の増などによりまして、新年度予算額２

０億３，４６９万１，０００円、対前年度５，６９５万１，０００円、２．９％の

増となっております。 

続きまして農林費では、平成２３年度に県の１００％補助事業として取り組んだ

鳥獣被害緊急総合対策事業、同じく１００％補助の森林総合研究所分収造林事業が

終了したこと、圃場整備の土地改良事業償還金などが減額となりましたが、集落営

農法人などを支援するやまぐち集落営農生産拡大事業、団体営などの農地防災事業

などが増となったことによりまして、新年度予算額１０億６，３２９万３，０００

円、対前年度５，２６１万円、５．２％の増でございます。 

商工費では、平成２４年度に新たに実施する市内施工業者で実施する住宅リフォ

ーム事業、あるいは美祢地域の代表的なジオポイントのひとつとなる大岩郷、この

周辺整備事業が増加しておりますが、平成２３年度に緊急雇用創出事業などを活用

した観光地景観整備事業が終了したことによりまして、新年度予算額は２億６，９

８１万６，０００円、対前年度１，０３２万５，０００円、３．７％の減となって

おります。 

次に、土木費でございますが、美祢・美東地域で実施しております地籍調査事

業、平成２４年度に工事が完了いたします市道秋吉小学校線改良事業の減や、ＪＲ

美祢線を横断する吉則地区の都市排水路整備事業が終了したことなどの減によりま

して、新年度予算額は１６億３，３２４万３，０００円、対前年度１億５，９２４

万７，０００円、８．９％の減少となっております。 

続きまして、消防費でございますが、平成２４年度に救急体制の高度化を図るた

め、高規格救急車１台の更新経費、あるいは下関市と共同で実施する通信指令業務

運用事業などの増によりまして、新年度予算額は６億５，１９９万５，０００円と

なりまして、前年度比較８，０００万３，０００円、１４．０％の増となっており

ます。 

教育費におきましては、継続費を設定いたしまして実施しております大嶺中学校

校舎改築事業の増などによりまして、新年度予算額は２０億５，７０８万６，００
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０円、対前年度比較４億６７１万５，０００円、２４．６％の増となっておりま

す。災害復旧費は、平成２２年７月の豪雨災害や昨年の災害に係る復旧事業が終了

することから、新年度予算額は２，５６３万円、対前年度５億６，３４０万１，０

００円、９５．６％の減でございます。 

続きまして、公債費でございますが、償還のピークを越しておりますことから、

当初予算額２１億６，６４１万３，０００円、対前年度３，５５７万１，０００

円、１．６％の減でございます。 

続きまして、９ページの性質別区分につきまして、主な増減理由についてご説明

を申し上げます。義務的経費の人件費では、議会議員数が４月の一般選挙から減少

することにより、また職員数を６名減の３６２名としたことなどから、３１億８，

５６２万６，０００円となり、対前年度比較９，９６７万７，０００円、３．０％

減の減となっております。 

扶助費では、生活保護費や子ども手当などの減少によりまして、２０億７，７４

６万４，０００円となり、対前年度９，０３８万８，０００円、４．２％の減とな

っております。 

公債費につきましては、先程申し上げましたとおり、償還ピークを超したことに

よるものでございます。 

義務的経費全体では７４億２，９５０万３，０００円、対前年比較２億２，５６

３万６，０００円、２．９％の減となっております。 

続きまして、投資的経費でございます。普通建設事業費では２１億２，０３１万

７，０００円、対前年度比較４億５，０８７万４，０００円、２７．０％の増とな

ったところでごさいます。この主な要因は、先程少しご説明いたしましたが、吉則

保育園への私立保育園建設補助金、団体営などの農地防災事業、大嶺中学校校舎改

修事業などの事業費が増加したことによるものでございます。 

災害復旧事業費につきましては、先程ご説明しましたが、復旧事業が終了したこ

とによる減少でございます。 

次に、物件費でございます。２１億６２１万２，０００円、前年度比較５，０６

０万４，０００円、２．３％の減となっております。これは、主に、需用費、委託

料の減でございまして、平成２３年度にありました教科書改訂に伴う教師用教科

書・指導書の購入経費や緊急雇用創出事業、並びに地籍調査委託料などが減少によ

るものでございます。 

次に、維持補修費でございますが、１億８９１万４，０００円、対前年度比較



- 7 - 

３，００４万円、３８．１％の増となったところでございます。この増加要因は、

カルストクリーンセンターや衛生センターの機械装置の修繕費や道路・橋梁費に係

る維持修補修費、各施設の維持修繕費の増加によるものでございます。 

次は補助費等でございますが、４８億８，２６４万３，０００円で、対前年度比

較２１億１，６９０万円、７６．５％と大きく増加しております。これも、先程か

らご説明申し上げておりますが、土地開発公社を改革するための補償金を２０億

６，７０６万１，０００円計上したことによるものでございます。公社の補償金以

外には、病院等事業会計への繰出金、市長及び市議会議員選挙の公営負担金などで

増加したものでございます。 

次は積立金でございますが、これは、平成２３年度において、ゆたかなまちづく

り基金への積立金１億円を計上していたことによるものでございます。 

次の操出金でございます。１４億５，２６１万８，０００円、対前年度比較６，

１２８万４，０００円、４．０％の減でございます。減少した主な原因は、国民健

康保健事業特別会計、介護保険事業特別会計への操出が減少でございます。 

  続きまして、歳入のほうご説明申し上げます。４ページのほうへお戻り願いたい

と思います。まず歳入の構成比を見てみますと、１０款地方交付税が全体の３７．

１％を占めております。次は、２１款市債２０．８％、次に番上の市税が１８．

０％などとなっております。 

主な内容についてご説明申し上げます。まず１款市税の状況でございますが、市

税の内訳につきましては、６ページに掲載しておりますので、そちらをご覧頂きた

いと思います。まず市民税の個人分でございますけど、１６歳未満の年少扶養控除

が廃止されましたことになど伴いまして、１，５３３万４，０００円の増収を見込

んでおります。また、法人分では、平成２３年度の決算見込みと一部の事業所の業

績等を勘案いたしまして増額としており、市民税全体では３，５５３万１，０００

円の増収を見込んでおります。 

次に固定資産税では、本年は評価替があることで、特に家屋につきましては再建

築費の評点補正率が下がったことから、減収となる見込みで、７，０４１万３，０

００円、率で４．０％の減収を見込んでおります。 

次に、たばこ税でございますが、平成２２年１０月に販売価格の改定がございま

したが、大きな影響はなかったことから、４５２万４，０００円、２．９％増の１

億６，０８７万４，０００円を見込んでおります。 

都市計画税につきましては、固定資産税と連動して減収を見込んでおります。 
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その他の税につきまして、決算見込みなどにより調整をいたした結果、市税全体

では、対前年度比較２，８５４万５，０００円、０．９％減の３２億７，９６４万

５，０００円を計上しております。 

では４ページのほうへまたお戻り願いたいと思います。２款地方譲与税でござい

ます。ここでは地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税がございますが、昨今の景気

動向や関係機関の見込みを参考にいたしまして、１億８，３００万円、対前年度比

較３，１１０万円、１４．５％の減としております。減額の要因は、自動車重量譲

与税の減少によるものでございます。８款自動車取得税交付金を４，５６６万円計

上しております。対前年度比較１，０１４万円、１８．２％の減でございます。景

気の動向を勘案して計上したものでございます。 

９款地方特例交付金でございます。１，７３２万４，０００円を計上しておりま

す。前年対比較６，１２８万５，０００円、７８．０％の減でございます。この主

な要因は、子ども手当が改定されましたことにより、地方負担が減少することによ

るものでございます。 

続きまして、１０款地方交付税でございます。普通交付税・特別交付税を合わせ

まして、６７億５，０００万円、対前年比較、１億８，８００万円、２．９％の増

としております。普通交付税におきましては、財政課において試算した額と国が示

しが伸び率等を斟酌いたしまして、５，０００万円を増額しております。 

特別交付税におきましては、平成２３年度からの交付税総額における特別交付税

の割合の引き下げが保留されましたこと、及び実績を鑑みまして、１億３，８００

万円の増といたしております。 

１４款国庫支出金では、２４年度予算額１５億１，６９１万９，０００円、対前

年度比較３億９，８５３万１，０００円、２０．８％の減となっております。これ

は各事業の増減によりまして、所要額を計上しておりますが、主な減額要因は先程

少し申し上げましたが、災害復旧事業国庫負担金、子ども手当交付金、生活保護費

負担金、市道秋吉小学校線改良事業伴います社会資本整備総合交付金などの減によ

るものでございます。 

１５款県支出金でございます。こちらは１０億５，８８３万円を計上しており、

対前年度比較５億２，５２４万３，０００円、３３．２％の減となっております。

これも各事業の増減によるものでございますが、私立保育園建設に係る子育て支援

補助金、やまぐち集落営農生産拡大事業補助金、県知事選挙費委託金などが、増と

なっておりますけど、事業終了に伴います農林施設補助災害復旧費補助金、国体開



- 9 - 

催関連補助金、緊急雇用・ふるさと雇用事業補助金などの減が大きく影響しており

ます。 

１８款繰入金でございます。３億９００万円を計上しております。前年対比較２

億９００万円、２０９．０％の増となっております。これは、平成２４年度に特別

職等の退職手当が発生することから、退職手当基金繰入金を２，４００万円、ま

た、ゆたかなまちづくり基金を２億８，５００万円を繰り入れるものでございま

す。ゆたかなまちづくり基金は、大嶺中学校校舎整備事業や病院等事業会計繰出金

などで財源が必要となったことによるものでございます。 

続きまして、２０款諸収入では、３億７，１３０万９，０００円を計上してござ

います。前年対比較７０．４％、１億５，３３９万１，０００円の増でございま

す。これは、土地開発公社の改革に合わせて、土地開発基金条例を廃止することと

しておりますが、この基金を受け入れることによるものでございます。続きまし

て、２１款市債でございます。３７億８，７１０万円を計上しております。対前年

度２０億８，５９０万円、１２２．６％の増となったところでございます。大幅な

増となった要因は、土地開発公社の改革に伴う第三セクター等改革推進債を１８億

７，９５０万円を借り入れること、その他、高規格救急車購入事業など消防施設整

備事業、大嶺中学校校舎整備事業などの事業の増によるものでございます。 

  では、１６ページのほうお開き願いたいと思います。こちらは、一般会計及び特

別会計の基金残高の推移を掲載してございます。このページの上の表になります

（１）の一般会計の中ほどに土地開発基金は、条例を廃止することから、平成２４

年度末の残高がなくなる予定でございます。そのことなどによりまして、一般会計

の平成２４年度末残高は、２８億３，０８１万５，０００円となる見込みでござい

ます。 

次に、１７ページでございますが、こちらは市債残高の推移を一覧にしてござい

ます。一般会計では、平成２４年度末が１９９億９，６６８万４，０００円となる

見込みで、平成２３年度から大きく増加する見込みとなっております。これは、土

地開発公社改革推進債によるものであります。１８ページから２４ページは、一般

会計を始めとする各会計の市債の推移をグラフ化したものでございます。後ほど、

お目通しのほうをお願いしたいと思います。 

続きまして、２５ページをお開き願いたいと思います。Ａ３の見開きになってお

りますところでございます。こちらには、平成２４年度美祢市重点事業を掲載して

ございます。ここでの掲載は、第一次美祢市総合計画に掲げる五つの基本目標のそ
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れぞれにつきまして、平成２４年度の重点施策を掲載したものございます。 

まずこのページの表示の方法でございますが、総合計画の基本目標をさくらの花

びらを形どった中に記載しておりまして、その下の大きな囲いの中に基本目標に係

る重点施策を掲載してございます。それぞれの重点施策には、若葉の葉っぱがつい

ておると思いますが、こちらに重点事業の事業費を掲載しております。この事業名

と事業費は、予算書上の複数の事業を合わせたものもございますので、事業名及び

事業費が予算書と異なっている箇所がありますので、ご注意をお願いしたいと思い

ます。なお、各事業名の左の白い星は新規事業を、黒い星は２４年度において拡充

した事業であることを表しております。 

それでは、まずひとの育成からご説明を申し上げます。ここでの一つ目の重点施

策は美祢市の宝、人財の育成であります。総事業費は８９３万５，０００円となっ

ております。人財は地域の活力の源であり、未来への希望であると位置づけ、学校

教育や生涯学習など人財の育成のため諸施策を行うこととしております。 

こちらの重点事業をご説明いたしますと、若葉の中になりますが、子ども交流事

業などを実施いたします人財育成事業、１行とびまして、小中学校の適正配置を検

討する学校適正配置検討委員会設置事業、教育振興基本計画策定事業、２行とびま

して、女性団体等の活動推進のための市民会館調理実習室改修事業、生涯スポーツ

推進をするためのスポーツ推進計画策定事業で、これらを併せて美祢市の宝・人財

の育成としております。 

続きまして、安心・学校施設等耐震化でございます。２行目の吉則保育園の整備

を補助する私立保育園整備事業、二つとびまして、大嶺中学校校舎整備事業をはじ

めとする学校施設整備事業、市内二つの幼稚園に対する耐震補強補助金を含む幼児

教育振興補助事業、以上を合わせて、総額９億６，３９９万円でございます。次

に、下のほうに参りますが、基本目標の観光交流の推進でございます。こちらで

は、めざそう地球遺産、世界ジオパーク登録といたしまして、市民が協働してジオ

パーク登録へ向けた取り組みや台湾との交流を行うこととしております。こちら事

業につきましては、葉っぱの中に記載しておりますが、観光客の市内誘導を補助す

るサインシステム整備事業、新聞広告やＮＨＫラジオ番組を活用した地域ＰＲ事

業、市民と協働して世界ジオパーク認定を目指すジオパーク推進事業、美祢まるご

と館の市観光情報発信推進事業、観光特会になりますが、台北市に観光事務所を開

設する台湾交流拠点施設開設事業、同じく観光特会で、プロポーザル方式での観光

宣伝や宣伝用ＤＶＤの作成を行う戦略的観光宣伝事業、美祢地域のジオポイントの
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中心的存在である大岩郷、この周辺整備事業、ロゲイニングを活用した美祢市魅力

再発見事業、長登銅山史跡買上事業でございまして、総額は６，７７２万４，００

０円となっております。 

続きまして、右側に参ります。基本目標安全・安心の確保でございます。ここで

は二つの重点施策を掲げてございます。一つ目は、交流・住みよいまちづくりとい

たしまして、ミニバス運行などの公共交通の充実、ＪＲ美祢線の利用促進、無人駅

舎の活用事業や公営住宅の整備を重点施策としております。ここで行います事業

は、また若葉、葉っぱの中でございますが、男女の出会いの場を提供するハッピー

ウエディング支援事業、市に空き家登録をいただいた空き家の改修費用を補助する

空き家情報バンク活用応援事業、アンモナイト号などの生活バス路線維持事業や地

域公共交通協議会運営事業、復活をいたしましたＪＲ美祢線の利用促進を図るＪＲ

美祢線利用促進事業、こちらでは、美祢市・長門市・山陽小野田市の３市で実施す

るものでございますけど、列車のラッピングや保育園の交流事業などを行います。

続きまして、厚保駅・於福駅を改修して地域住民の交流の場を提供する駅舎地域交

流ステーション事業、身体障害者支援のための障害者計画策定事業、自然エネルギ

ーの利活用を図る太陽光発電システム設置助成事業、こちらでは、１ｋｗ当たり１

万円、最高４万円を商品券で補助をいたします。 

続きまして、水道事業会計でございますが、於福下地区上水道拡張事業、下側の

葉っぱの４行目になりますが、公営住宅建替事業でございまして、事業総額５億

９，９１７万９，０００円となっております。 

二つ目の施策は、災害に強いまちづくりといたしまして、上側の葉っぱの１行目

ですが、自主防災力の強化のための自主防災組織活動支援事業、下側の葉っぱの１

行目、美祢地域の土砂ハザードマップ作成事業、橋梁長寿命化計画のため１５ｍ以

上の橋梁点検事業、厚保地域の厚狭川・原川水系での洪水ハザードマップ作成事

業、１行とびますけど、高規格救急車更新事業、下関市とともに実施する消防救急

無線デジタル化共同整備事業や耐震性貯水槽整備などの消防関連施設整備事業、綾

木地区排水路整備事業で総額１億６，１０５万７，０００円としております。 

続きまして、次の基本目標は、行財政運営の強化でございますが、地域や市民が

行うまちづくり支援や市の情報発信などを実施することとしております。重点事業

といたしましては、市報フルカラー化事業、これに合わせまして、市報の発行を月

１回にといたします。オリジナルナンバープレート製作事業、これは、原動機付自

転車のナンバープレートのデザインを公募いたしまして、独自のプレートを作成
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し、美祢市を広く発信しようとするものでございます。土地開発公社改革推進事

業、行政区での取り組みを支援するふるさと応援未来創造交付金事業、市民団体の

活動を支援する地域力発揮まちづくり創生事業、水道事業会計でございますが、地

域水道ビジョン策定事業、総額は２１億４７８万８，０００円となっております。 

最後になりますけど、基本目標、産業の振興であります。重点施策は、発信しよ

う地域ブランドとしておりまして、ここでは、市内産業の振興を図るため農業・林

業・商工業への諸施策と、雇用拡大に向けた取り組みを行うこととしております。

ここでの重点事業でございますが、市内雇用や市内定住を促進するための就職祝金

事業と人財・企業育成活性化事業を合わせまして、市内雇用拡大事業としておりま

す。また、認定農業者生産振興事業、耕作放棄地対策事業、農産物加工や美祢ブラ

ンドの創出を行う農産物加工化等活性化推進事業と竹材資源活用事業を合わせての

新産業創出事業、美しいやまづくり事業、有害鳥獣対策事業、美祢あきない活性化

応援事業、市内施工業者で３０万円以上の住宅リフォームに対し、１０％補助、最

高１０万円の商品券等を交付する住宅リフォーム助成事業で、総額は６，９９２万

４，０００円となっております。 

以上が重点事業のご説明でございます。大きく七つの事業を総合計画の基本項目

における本年度の重点施策としてところでございます。以上、簡単ではございます

けど、平成２４年度一般会計予算の概要の説明といたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 次に、第一次美祢市総合計画実施計画の概要について，総

合政策部次長より説明を求めます。篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） それでは、第一次美祢市総合計画の進捗状況等に

ついて報告させていただきたいと思います。お手元に配付しております第一次美祢

市総合計画実施計画第３期をご準備頂ければと思います。 

新市の１０年間のまちづくりの指針として、平成２２年３月、第一次美祢市総合

計画を策定しておりますが、本計画書は、第一次美祢市総合計画の実行プランとし

て、具体的事業名・実施時期・事業費等を平成２６年度までの３年間について、掲

載したものでございます。表紙から２枚めくって頂きまして、１ページをご覧くだ

さい。第１部実施計画の概要でございます。計画期間は、平成２４年度から２６年

度までの３年間として、毎年度見直しを行うローリング方式により進捗管理を行っ

ております。計画書に掲載している対象事業は２種類ございます。一つは基本計画

に掲載された事業、もう一つは、基本計画には掲載されていませんけど、総合計画

の実現のため、その時代のニーズに合った新規に取り組みを行う事業となります。 
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続いて実施計画の性格でございます。事業の実施と事業費については、毎年度の

予算編成と議会による審議・議決を経て正式に決定されますことから、平成２４年

度については、予算要求ベース、人件費を含まない事業費ベースで記載しておりま

す。平成２５、２６年度の事業費については、見込みで記載しております。従いま

して、予算として必ずしも担保されているものではなく、事業の実施を保証するも

のでもございません。この点を十分にご認識いただきますようお願いしたいと思い

ます。 

また、その他留意点といたしまして、総合計画を基調とした実行計画ですので、

一般会計・特別会計・企業会計の事業が混在していること、平成２３年度事業費に

ついては、実績ではなく、当初要求ベース、若しくは補正要求時の予算額を掲載し

ていること。そして平成２３年度の事業詳細については、基本的に昨年度の計画と

同じ内容を記載していることを申し添えさせて頂きたいと思います。 

本計画書の作成にあたりまして、本年度から、行政資源の効率的な活用を行う上

で重要となるＰＤＣＡサイクルに基づいた行政評価を本格的に実施しておりますの

で、評価結果を２ページに記載しております。この評価事業につきましては、消防

と病院を除く事業を評価対象としており、必ずしも全ての事務事業を網羅するには

至っておりませんけど、主要となる３７９事業についての評価を行い、評価結果を

平成２４年度予算へ反映させております。 

１枚めくって頂きまして、３ページから４ページは実施計画の進捗管理として、

平成２３年度分の実施計画進捗状況を掲載しております。第３期実施計画掲載事業

６０５件のうち、平成２３年度に実施を予定していた事業に、前倒し又は新規で実

施した事業を加えた５３１件が対象となります。その結果、総計の欄をご覧頂けれ

ばと思いますけど、Ｂの予定どおり実施が４７７事業、Ｃの前倒し実施事業が８事

業ですので、進捗率は９１％となります。 

それでは、進捗状況の未実施・延期となった事業で主なものをご説明したいと思

います。この欄ではＦ欄未実施延期の欄をご覧頂ければと思います。まず大項目で

ある基本目標の①安全・安心の確保では１１件が未実施・延期となり、進捗率は９

０％となっております。主なものといたしまして、大項目、中項目、小項目で言い

ますと①－０１－４番のところですが、地域福祉の充実Ｆ欄１件が未実施・延期と

なっております。これにつきましては、保健福祉施設整備事業として、保健福祉セ

ンターの建設でございます。理由は、行政評価においても検討を要す課題とされま

して、評価保留となっている事案であります。今後、行政改革の中で既存施設の施
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設整備計画を策定していくことと併せ検討を行うことが必要なため、計画では建設

推進としているため未実施としております。その欄の１－２－１、計画的な土地利

用の推進ですが、都市計画マスタープラン策定事業でございます。理由は、平成２

３年度策定の県の上位計画、いわゆる広域マスタープラン及び本年度実施の都市計

画基礎調査結果との整合性を図る必要があるため、今年度未実施でございます。 

続きまして、基本目標②観光交流の促進では、２件が未実施・延期となってお

り、事業進捗率は８４％になります。２－１－１、観光の振興ですが、体験型施設

整備事業を計画しておりましたが、行政評価においても検討を要す課題とされ、評

価保留となっている事案であり、既存施設を優先活用した体験型メニューの検討を

行うこととし、施設整備については、今後、行政改革の中で既存施設の施設整備計

画を策定していくことと併せ検討をおこなうことが必要なため、未実施としており

ます。 

同じく、観光の振興に関して、観光協会等関係団体との連携強化ですが、協会の

法人化への支援について、内部体制の確立が整わず未実施としております。 

続きまして、④ひとの育成では、１件が未実施・延期となっており、事業進捗率

は９７％になります。４－１－１、学校教育・人材育成の充実における市長と児

童・生徒と話す会でございますが、理由は、来年度の重点項目である人財育成に関

して、美祢市人財育成推進事業に取りまとめ、美祢子ども交流塾の開講等により郷

土を愛する美祢の子の育成を重点的に実施するため、本事業を未実施としておりま

す。 

続きまして、基本目標⑤番行財政運営の強化では、３件が未実施・延期となって

おり、事業進捗率は８１％でございます。未実施・延期の主なものは、５－１－

１、経営感覚を持った行財政運営の推進における公共資産台帳整備でございます。

理由は、公共資産台帳を整備することに向けた現地照合、いわゆる現地との確認作

業までに至らなかったため、未実施といたしております。５－２－１、効率的でき

め細かな行政サービスの推進におけるワンストップサービスへの取組みでございま

すが、理由といたしまして、来客者・来庁者の動向調査検証にとどまり、計画では

導線の構築としているため、未実施としております。以上が簡単な進捗状況の未実

施・延期の理由でございます。 

続きまして、５ページ、６ページは実施計画になります。そして、７ページから

は、具体施策別実施計画になりますが、これにつきましては、本特別委員会で、担

当課別に、予算書に基づき、予算、事業の詳細について説明がありますので、ここ
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では割愛させていただきます。説明は、以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。これからは一般会計の費目ごとに説

明を求めます。それでは議会費を議題といたします。執行部より説明を求めます。

はい、重村議会事務局長。 

○議会事務局長（重村暢之君） それでは予算書、予算に関する説明書により歳出の

予算費目に従いまして、概要をご説明申し上げます。また資料の平成２４年度予算

の概要の一般会計主要事業の２６ページからを併せてご覧頂ければと思います。 

議会費は、２７ページの最上部に掲載してありますが、本年度は主要事業はござ

いません。それでは、予算に関する説明書１１２、１１３ページをお開き願いま

す。議会費に本年度予算額１億８，８６０万１，０００円を計上しております。右

側の説明欄００２議員人件費の議員報酬と議員期末手当を併せまして、９，４４９

万９，０００円を計上しております。昨年と比較し約２，６０２万円の減額となっ

ておりますが、これは本年４月の市議会議員一般選挙から議員定数が１９人になる

ことによるものでございます。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（徳並伍朗君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。次に総務費を議題と

いたします。執行部より説明を求めます。倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） それでは、２款総務費・１項総務管理費・目１一般管

理費につきましてご説明を申し上げます。主要事業、新規事業につきましてご説明

を申し上げたいと思います。 

予算書の１１６ページ、１１７ページをお開き願いたいと思います。このページ

の下から５段目、防犯灯設置費補助金６８万円でございます。現在市では社会福祉

協議会と共同で、各行政区の防犯灯設置への助成を行っております。現在の助成制

度は蛍光灯タイプを想定しておりますが、環境に優しいＬＥＤ等を推薦するため助

成額の見直しを行うものであります。現在一律新規設置の場合１万５，０００円、

機器の一式取替の場合８，０００円の補助をいたしておりますが、見直しを行い、

助成額を総費用の２分の１といたしまして、上限を新規設置の場合には２万５，０

００円、機器の一式取替の場合１万５，０００円とすることといたしまして、市費

補助分といたしまして、６８万円を計上いたしたものでございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡地域情報課長。 
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○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、予算書の１１８、１１９ペ

ージをお開きいただきたいと思います。一番下にございますが、００９男女共同参

画推進事業といたしまして、４７万６，０００円を計上させていただいておりま

す。これは男女共同参画の推進に関する要する費用でございまして、美祢市男女共

同参画しあわせプランに基づきます事業についてご審議を頂く、男女共同参画審議

会委員報酬が主なものとなっております。 

○委員長（徳並伍朗君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 続きまして、予算書の１２１ページでございま

す。予算の概要は２７ページにあります。０１０国際交流事業でございます。１３

４万２，０００円を計上しております。この事業は、中国・棗莊市と締結しており

ます友好都市交流協力協定、また台湾・南投縣と昨年１１月に締結した友好交流の

促進に関する確認書に基づく交流事業が主な事業でございます。 

今年度は、台湾・南投縣、李県知事からご紹介いただきました台湾・水里郷を訪

問する予定であり、訪問に要する費用、またその他国際交流協会負担金など１３４

万２，０００円を計上しております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 同じページの０１１防災対策関連経費でございます。

総額６５６万６，０００円を計上しております。平成２４年度におきましても、市

民参加型の総合防災訓練を実施することといたしておりまして、今年度は９月上旬

に美東地域で開催する予定をいたしております。また、防災関連経費の一番下の欄

になります。自主防災組織活動補助金７０万円を計上いたしております。災害によ

る被害を最小限に抑えるためには、地域全体での自助・共助の意識が必要であるこ

とから、各行政区が実施いたします。自主防災活動の活性化を図ることを目的とい

たしまして、補助をいたすものでございます。発電機やメガホン、ヘルメットなど

防災資機材購入費、防災訓練経費、地域の防災マップの作成等の費用に対しまし

て、総額の２分の１、上限を３万円＋世帯数×２００円を限度に補助をいたすもの

でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 杉原市民福祉課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） それでは予算書の次のページをお開き下さ

い。１２３ページ、説明の０１５無料法律相談事業でございます。これは市民の日

常生活における法律的諸問題の解決を図るため、弁護士による無料の法律相談を開

催するもので、４月より毎月１回、年１２回の開催を予定しております。予算額と
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して、報償金４２万９，０００円を計上しております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 同じく同ページ１２３ページでございます。０１

６市制施行５周年記念事業でございます。平成２０年３月の一市二町の合併以来、

新市施行５周年を迎えます。記念式典を平成２５年４月に予定していますことか

ら、平成２４年度におきまして、その準備経費１３５万３，０００円を計上してお

ります。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 同じく１２３ページ、それから予算の概

要につきましては、２８ページとなります。１２３ページの文書広報費、００１広

報作成経費といたしまして、８９２万７，０００円を計上させていただいておりま

す。これは印刷製本費が主なものでございますが、市内全域でＭＹＴ自主放送が視

聴できるようになったことや市民の皆様の要望もございまして、現在、月２回発行

している広報紙を月１回といたしまして、平成２４年度５月１日号からはこれまで

の２色刷からフルカラーのページを取り入れまして、市民の皆様から親しまれ楽し

く読んで頂ける新しい誌面で、リニューアルする予定としております。なお、この

うち財源といたしまして、県支出金といたしまして、７１万５，０００円を計上し

ておりますが、これは山口県が発行いたします広報紙ふれあい山口の発送業務の委

託金でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 久保監理課長。 

○総務部監理課長（久保宏二君） 予算書の１２４ページ、１２５ページをお開き下

さい。２款総務費・５目財産管理費、００１財産管理経費８５７万２，０００円、

概要の財産管理経費８１０万６，０００円、これは監理課所管分の財産管理経費で

ございます。これは公用財産並びに普通財産の維持管理に係る費用でございます。 

内容としましては、予算書の１２６ページ１２７ページをお開き下さい。説明欄

上から５段目、保険料２１０万６，０００円、これは自動車共済、建物共済にかか

る保険料でございます。続いて１０段目、土地借上料３４０万円、これは監理課が

所管しております１１箇所の借地料の支払いにかかる費用でございます。その他に

つきましては、監理課が所管しております諸施設の維持管理に必要な費用を計上し

ております。概要の２８ページにお戻り下さい。財源としましては、その他特財に

５０３万２，０００円計上しております。これは、市が貸してる土地の貸付収入等

あてがったものでございます。以上が財産管理経費の概要でございます。 
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○委員長（徳並伍朗君） 倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 同じく１２６ページ、１２７ページの００２庁舎管理

経費でございます。この経費につきましては、電気、水道代、庁舎の維持管理経費

といたしまして、総額３，１０２万７，０００円を計上いたしております。このう

ち一番下になりますが、施設整備工事費４４４万１，０００円を計上いたしており

ます。これにつきましては、庁舎の補修工事や庁舎のエアコン取替工事、その他農

林課が入っております第３別館の建物表示看板を取り付ける経費といたしまして、

新たに４４万１，０００円を予算化したところでございます。 

○委員長（徳並伍朗君） １時間が過ぎましたので、１０時４０分まで１０分間ほど

休憩いたします。 

午前１０時３０分休憩 

 

    午前１０時４０分再開 

○委員長（徳並伍朗君） 休憩前に続きまして会議を開きます。篠田総合政策部次

長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） それでは予算書の１２８、１２９ページ、予算の

概要は２８ページになります。６目企画費、００１企画経費として、１５９万７，

０００円計上しておりますが、行政改革大綱推進のため、行政改革推進委員会に要

する経費２４万円を計上しております。行政改革は、民主的で公正かつ効率的な行

政を実現する観点から、時代の住民の要請に応じられるように不断に行う必要があ

る行政活動であります。このため、美祢市行政改革大綱の進捗状況を外部委員会で

ある行政改革推進委員会に報告するとともに、委員会からご意見をいただき、その

意見を行政活動に反映させることとしております。委員は１２名、委員会開催回数

は４回を予定しております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 同じく企画費１２８、１２９ページでご

ざいます。００５ＭＹＴ運営事業費のうち指定管理委託料として８，２９７万８，

０００円を計上しております。美祢市有線テレビ放送施設の指定管理委託料でござ

いまして、１２月議会におきまして議決を頂いたものでございまして、平成２４年

度から２６年度までの３年間を山口ケーブルビジョン株式会社を指定管理者とする

ものでございまして、３年間で２億５，０００万円の債務負担を設定しておりま

す。なお、財源といたしまして、その他特定財源を計上しておりますが、これは有
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線テレビ使用料を充当するものでございます。 

次に、その下の００６コミュニティ活動の推進事業のうち区集会所建設補助金と

いたしまして、２００万円を計上しております。美祢市区集会所建設補助金交付要

綱によりまして、集会所の新築、あるいは改修などに補助を行うものでございまし

て、平成２４年度は東厚保町西ノ浴、伊佐町野崎、秋芳町信大、この３箇所を予定

しております。 

続きまして、その下の００７、予算概要資料につきましては１ページめくって頂

きまして、２９ページに参ります。００７サインシステム整備事業として、３１４

万３，０００円を計上しております。平成２２年度からサイン建設を開始した事業

でございますが、平成２２、２３年度でアーチ型等の大型のサインを主体といたし

まして、３４基を整備したことにより、現在大まかの導線ができあがると見越して

おります。これらを基軸といたしまして、平成２４年度からはより細やかなご案内

をするために、比較的小さなサイズのサインを主に整備することとしております。 

予算書を１ページめくって頂きまして、１３０、１３１ページをお開き下さい。

一番上の００８地域情報化事業のうちケーブルテレビ利用料等助成金といたしまし

て、２１４万９，０００円を計上いたしております。これは美祢市ケーブルテレビ

加入金及び利用料助成金交付要綱によりまして、生活保護世帯と重度身体障害者か

つ所得税非課税世帯に対しまして、ケーブルテレビの加入金と月々の利用料を助成

するものでございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 続きまして、予算書１３２、１３３ページをお開き願

いたいと思います。主要事業一覧につきましては、２９ページでございます。目の

９の交通安全対策費、右側の００１交通安全対策経費でございます。こちらにつき

ましては、交通安全啓発活動費や学童用交通安全自転車チョッキ購入費などにより

まして、総額４８８万７，０００円を計上いたしております。財源につきまして、

諸収入で３４万円を計上しておりますが、これにつきましては、交通共済事務取扱

交付金３４万円を充当するものであります。 

○委員長（徳並伍朗君） 前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） 同じく予算書１３２、１３３ページ、概要書

は２９ページでございます。予算書の右のページの説明欄００２交通安全施設整備

事業でございます。これは施設整備工事といたしまして、ガードレール、カーブミ

ラー、区画線、防護柵、点字ブロック等を施工するために、６２０万円を計上して
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おります。財源につきましては、全額交付金でございます。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 同じく１３２、１３３ページですが、目

の１０の活性化対策費のほうに参ります。００１地域活性化対策事業のうち自治宝

くじ助成金として、３３１万円を計上しております。これは財団法人自治情報セン

ターが行いますコミュニティ助成事業でございまして、１０月１５日号の広報で募

集いたしましたところ、伊佐町上野地区の上野東会と伊佐町河原地区のＮＰＯきら

らの里、この２団体の方から応募があり予算計上をしております。特定財源といた

しまして、財団法人自治情報センターからの自治宝くじ助成金として、全額を充当

するものでございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 続きまして、同ページでございますが、００２地

域ＰＲ事業でございます。公開番組実施事業といたしまして、平成２４年９月２８

日に、ＮＨＫのラジオ公開番組、真打ち競演の開催が内定しておりますので、その

開催経費として、消耗品費の一部、食糧費、手数料の１３万４，０００円を計上し

ております。 

また００２地域ＰＲ事業の広告料といたしまして、８４万円を計上しておりま

す。この広告料は、美祢アクセスアップ事業として、マスメディアを活用して市の

情報発信を行うものでございます。 

次に、予算書の１３５ページ、ＵＪＩターン促進関係経費でございます。００３

人口定住促進事業になりますが、これは、東京で開催されるＵＪＩターンフェアに

参加し、本市のＵＪＩターンを促進するための経費として、旅費、パンフレットの

印刷製本費、会場借上料の３０万７，０００円を計上いたしております。 

次に、同じく００３のこの人口定住促進事業の土地開発公社事業になります。土

地開発事業費補助金に３，８０２万８，０００円を計上しております。低廉な住宅

用地を供給するため、公社の運営費等に必要な経費を補助するものでございます。 

同じく００３人口定住促進事業のハッピーウエディング支援事業補助金に４５万

円を計上しております。この事業は、異性と出会うことが少ない若者に出会いの場

を提供し、結婚、人口定住に繋げていくための事業であります。この事業は、市内

の団体でカップリングパーティーなどを実施している団体へ補助する方法の主催者

支援型と、そういったカップリングパーティー等への参加費の一部を補助する参加

者支援型で構成しております。参加者支援型に係る補助は、イベント等の参加費の
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３分の１以内の３，０００円を限度とし、山口県のやまぐち結婚応援団に登録して

いる団体が実施するものに限定することとしております。 

同じく００３人口定住促進事業の空き家情報バンク活用応援事業補助金として、

５０万円を計上しております。これは、空き家情報バンクに登録されている空き家

の改修経費の一部を補助することで、空き家の利用促進を図り、情報バンクの拡大

と定住人口拡大を図るものであります。補助額は、改修費等の費用の２分の１以内

で１０万円を限度とし、賃貸契約等が成立したのち支出することとしております。

また、これに関しましては、市内業者が改修した場合のみを対象としております。 

続きまして、同ページですが、００５ふるさと美祢応援寄附金事業でございま

す。３６６万７，０００円計上しております。これは、いわゆるふるさと納税で、

今年度は２５０名分を計上しております。５，０００円以上のご寄附いただいた方

には三洞入場券を、１万円以上の場合は美祢の特産品６品のうちからご希望の品物

をお礼として送付しており、贈答品代の１１２万５，０００円がこれに当たりま

す。また、ご寄附いただいた金額は全額基金へ積立を行うこととしております。 

ちょっと大変申し訳ございません。予算書の１００ページ、１０１ページにお戻

り頂ければと思います。１７款寄附金・１項寄附金・目２総務費寄附金、１ふるさ

と美祢応援寄附金でございますが、ふるさと美祢応援寄附金として、２５０万円を

歳入として計上しております。 

それでは１３５ページにお戻り頂きまして、００６土地開発公社改革推進事業と

して、２０億６，７０６万１，０００円を計上しております。これは、先の総務企

業委員会でもご説明いたしておりますけど、土地開発公社解散に向けて、第三セク

ター等改革推進債を活用して、市が債務保証を行っている借入金の償還を行うた

め、補償、補てん及び賠償金を計上するものであります。 

また予算書の１０８、１０９ページをご覧頂ければと思います。２１款市債・１

項市債・目１総務債、１総務管理債ですが、只今、説明いたしました財源といたし

まして、土地開発公社改革推進事業債１８億７，８５０万円をこれに充てるもので

ございます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 予算書の１ページめくって頂きまして、

１３６ページ、１３７ページをお開き願いたいと思います。概要資料につきまして

は３１ページでございます。目１３公共交通対策費でございますが、００１生活バ

ス路線維持事業費のうち業務委託料７８８万円、それからその下の車借上料７５万
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４，０００円、合計８６３万４，０００円を計上しております。これはミニバス運

行事業にかかる経費でございまして、平成２１年１０月から運行開始をいたしまし

た山中堀越地域、平成２２年１０月からの美東北部地域、平成２３年１０月からの

秋芳南部地域、この３地域の本格運行に関する要する費用でございます。 

またそのすぐ下でございますが、生活バス路線維持事業補助金といたしまして、

１億１，９５０万３，０００円を計上しております。これは市内を走ります６社の

バス事業者への補助金でございまして、本年１月１日より美祢市内の高校への登下

校利用を目的として、大田中央から綾木、秋吉、嘉万、於福を経由いたしまして、

青嶺高校前、美祢駅までの便を朝１便、夕方３便増便し、また交通不便地域の一つ

でございます於福町田代地区の既設路線の見直しを行うことといたしております。

この財源といたしまして、山口県からの生活バス路線対策事業補助金として、１，

８２１万７，０００円を充当しております。 

続きまして、００２地域公共交通協議会経費といたしまして、７０９万４，００

０円を計上しております。これは美祢市地域公共交通協議会の事業に対する負担金

でございまして、平成２０年度に策定をいたしました美祢市地域公共交通総合連携

計画に基づきまして、交通不便地域を解消するために運行いたしますミニバスの実

証運行に要する経費が主なものでございまして、平成２４年度は秋芳南部地域ミニ

バスを４月から９月までの間の、それから新たに開始いたします豊田前・西厚保地

域を１０月から平成２５年３月まで、この間の実証運行が、これに該当いたしま

す。 

続きまして、００３ＪＲ美祢線利用促進事業といたしまして、４００万円を計上

させていただいております。これは平成２３年９月にＪＲ美祢線利用促進を目的と

いたしまして、長門市、山陽小野田市と合同で発足いたしましたＪＲ美祢線利用促

進協議会への負担金でございまして、三市で同額を負担するものでありまして、平

成２４年度には、主には美祢線の列車２両のラッピング、それと旅情報誌への広告

掲載を行うものとしております。 

○委員長（徳並伍朗君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） それでは、同じく予算の１３６、１３７ページに

なります。目１４スプリング美祢推進費でございます。まず００１ふるさと応援未

来創造交付金事業でございます。この事業は、昨年度からの継続事業ではございま

すが、誇りの持てるふるさとづくりや小規模高齢化集落等の地域の課題を解決する

ため、地域アドバイザーの派遣等を通じて、地域の目指す姿を地域全体で考え、実
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行するふるさと創造プランの策定を支援し、プラン実現のための実施事業に対し、

交付金を交付する事業でございます。負担金、補助及び交付金として、８３１万

８，０００円を計上しております。１２月議会でも債務負担行為の設定の際にご説

明いたしましたが、うち６３１万８，０００円は、平成２３年度の繰越事業でござ

います。なお、ご参考までに、平成２３年度は、市内１４地区、９４行政区でこの

事業を取り組まれております。 

次に００２地域力発揮まちづくり創生事業でございます。この事業は、市民団体

等が提案する公共性・公益性の高い新たなまちづくり活動に要する経費を補助する

もので、一つが市民発チャレンジまちづくり事業補助金と、二つ目が地域発提案型

まちづくり事業補助金で構成しております。まず一つ目の市民発チャレンジまちづ

くり事業補助金は、昨年度まで実施いたしました地域発信チャレンジ推進事業補助

金これを踏襲したもので、事業費の３分の２、上限額５０万円を補助するもので、

３団体を予定しております。 

次に、２番目の地域発提案型まちづくり事業補助金は、行政区で構成された地域

から提案された事業に対し、事業費の５分の４、上限額１００万円を補助するもの

で、２団体を予定しております。いずれも審査会で審査決定することとし、審査委

員の報償費も併せて、３５６万円を計上しております。只今概要を説明いたしまし

たが、本日これも概要版といたしまして、机上にＡ４版２枚の資料を配付しており

ますので事業詳細についてはこちらのほうをご覧頂ければと思います。以上でござ

います。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 同じくスプリング美祢推進費のうち、０

０３駅舎地域交流ステーション事業といたしまして、３，００５万３，０００円を

計上させていただいております。ＪＲ美祢線の施設を活用した活性化策のスプリン

グ美祢推進事業の一つでございますが、現在ＪＲ美祢線の美祢市内の駅のうち美祢

駅以外全て無人駅となっておりまして、過去、古い昔ですが、自家用車が今ほど普

及してなかった頃の賑やかさはなくなりまして、どの無人駅ももの寂しい雰囲気を

漂っているというふうに感じております。美祢市内の無人駅は全部で５箇所あるわ

けでございますが、この度の事業におきましては、利用者数が比較的多い於福駅と

厚保駅をターゲットといたしまして、市内どこからのアクセスも可能である駅とい

うものを中心に多くの人が交流していたころの賑わいを呼び戻し、駅そのものを地

域再生の拠点としたいと考えております。そのため現在の駅舎を利用いたしまし



- 24 - 

て、サークル活動が行える研修室や談話室、トイレなどの改修により、誰もが立ち

寄りたくなるような空間を作る改修費用として、計２，９９９万３，０００円を計

上しております。 

それと今後の事業計画といたしまして、平成２４年度中に改修を終えた駅舎に指

定管理者制度を導入した管理運営を想定しておりまして、平成２５年度から供用開

始ができますように、平成２４年度中に指定管理者審査会を開催するために、審査

員報酬として報償費を６万円計上しております。なお財源として改修費用にあたり

ます２，９９０万円を過疎債として充当するものでございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 月成学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（月成庄造君） 続きまして、同じくスプリング美祢推進

費、説明欄００４人材育成推進事業で１１０万円を予算計上しております。内訳は

人材育成推進事業委託料で５０万円、特色ある学校活動支援事業で６０万円であり

ます。人材育成推進事業の委託料のほうは、美祢子ども交流塾を年間今７回を予定

をしてますが開催し、ふるさと学習国際理解教育、キャリア教育、スポーツ、芸

術、また市長と語るみらい創造意見交換会等様々な体験活動を通じて、地域の次代

を支える担い手となる小・中学生のリーダーの育成を図るものです。また特色ある

学校活動支援事業は、学校における特色ある教育活動、特に文化活動や地域の伝統

芸能伝承活動等を支援し、郷土を愛する児童・生徒を育成するものであります。以

上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 続きまして、目の１５ジオパーク推進事

業費といたしまして、７３９万２，０００円を計上しております。その内訳といた

しまして、平成２３年５月から日本ジオパーク準会員として登録されてございます

ので、日本ジオパークネットワークへの会費として１０万円を計上しております。

それと、本市のジオパーク推進協議会への負担金として７２９万２，０００円を計

上しております。これは本市のジオパーク推進協議会を設立するために、平成２３

年４月に地域情報課内にジオパーク推進室設置したところでございますが、今月中

にジオパーク推進協議会を設立することとしておりまして、平成２４年度から本格

的に世界ジオパークを目指した活動が展開できることとなります。その活動に要す

る費用としております。 

活動の主なものといたしましては、本市の地質資源をめぐるジオツアーの開催、

それからお客様にジオポイントを紹介できるようにするジオガイドの育成等がござ
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います。 

○委員長（徳並伍朗君） 小田税務課長 

○総務部財政課長（小田正幸君） それでは、予算書の１３８ページ、１３９ページ

をお開きください。２項徴税費・目の１徴税総務費として１億１，９３０万６，０

００円、２の賦課徴収費として３，５３９万６，０００円を、それぞれ計上いたし

ております。 

新規事業といたしまして、概要資料の３２ページを開いて頂きたいと思います。

原動機付自転車のオリジナルナンバープレート制作事業でございます。事業費とい

たしまして、１５４万７，０００円を計上しております。この内容といたしまして

は、予算書の１３９ページ、賦課徴収費の００１賦課経費の中にあります報償金１

５万円、業務委託料３９万７，０００円が内訳でございます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 杉原市民課長。  

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） それでは予算書の次にページ１４０ページ、

１４１ページをお開き下さい。同じく３項戸籍住民基本台帳費・１目戸籍住民台帳

費でございます。１４３ページをお開き下さい。説明欄の００３住民基本台帳経費

として、５４７万２，０００円を計上しております。この財源内訳といたしまし

て、国・県の支出金は外国人登録事務委託料等３４万４，０００円、その他特定財

源といたしまして、住民証明書手数料等３９２万９，０００円を充当するものでご

ざいます。 

予算の概要書の３２ページをご覧下さい。３２ページの一番下になります。平成

２４年度の拡充事業といたしまして、まず外国人住民登録でございます。これは外

国人登録法の廃止、出入国管理及び難民認定法と住民基本台帳法の改正によりまし

て、平成２４年７月より外国人住民を住民基本台帳の適用対象に加えることになり

ます。この外国住民の住民登録事業を円滑に進めて参ります。 

次に、登録型本人通知制度の導入でございます。これは本人以外のものからの請

求により住民票の写し等が交付された場合、交付のあったことを本人に通知する制

度でございます。利用するに当たっては、事前の登録が必要となります。この制度

の導入によりまして、住民票の写し等の不正請求の防止を図ることができます。 

続きまして、説明欄の００４旅券発給事務経費でございます。これは昨年１０月

より市民課窓口で受け付けております旅券の発注事務に要する経費で、２９万３，

０００円を計上しております。旅券申請書の受付及び送付、旅券の交付を市民課窓

口で行っております。以上です。 
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○委員長（徳並伍朗君） 倉重選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（倉重郁二君） 続きまして、同じく４項の選挙費でござ

います。予算書の１４４、１４５ページのほうお開き願いたいと思います。目の２

市長選挙及び市議会議員選挙費でございます。この４月２２日に投票が行われます

市長選挙及び市議会議員選挙にかかる経費といたしまして、総額５，５４８万６，

０００円を計上いたしております。 

続きまして、１４６ページ、１４７ページをお開き願いたいと思います。目の３

県知事選挙費です。平成２４年８月２１日任期の同選挙につきましての必要経費と

いたしまして、総額２，９２３万４，０００円を計上いたしております。なおこれ

につきましては、全額県委託金で執行するものであります。以上で総務費の説明を

終わらさせて頂きます。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） 予算書のページ１１７なんですが、防犯灯の設置の補助金の

ことなんですけど、今回２万５，０００円と１万５，０００円になったＬＥＤの関

係でと言われましたが、防犯灯を付けてほしいという要望は、共産党は市民アンケ

ートをとっています。その中で防犯灯の設置をというご要望がたくさんありまし

た。その中で、個々で社会福祉協議会がやってますよと言ってもなかなか全額では

ないので、なかなか付けにくいということがありました。今現在は、１万５，００

０円、新規の時は１万５，０００円なんですが、実際付けるのは２万５，０００円

ぐらいいるんですね。今回はＬＥＤで２万５，０００円になったんですが、ＬＥＤ

をしなくて、従来ので２万５，０００円はだめですから、従来のは全くなくなって

２万５，０００円になるのでしょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） 倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 只今のご質問にお答えいたします。今までの現在ある

制度を改正いたしまして、新たにＬＥＤによります新規の場合につきまして、２万

５，０００円、機具の一式取替の場合１万５，０００円といたすものでございま

す。 

○委員長（徳並伍朗君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） 纏めて言えばよかったんですけど、あと数点あります。ペー

ジ１２３の市制施行５周年の記念事業の内容についてお尋ねします。それとサイン

システムの整備事業ですが、これは規模縮小されたのだと思いますが、もとの予算
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では２４年度では４，６００万円の予算がかかってますけど、こんなにかけなくて

いいと私は思ってましたので、規模縮小でアーチ型だけになったのでしょうか。 

それと昨年でしかたか、サインシステムのデザインとかが悪いということでした

ので、この工事費は入りませんですよね。 

それと１３７ページの地域公共交通事業のあれがありましたけど、大田、綾木、

秋吉と言われたような気がするんですけど、真長田は通らないのでしょうか。 

それと１３９ページの徴税費なんですが、こちらのほうでしたら、予算の概要の

中で原動機付自転車のオリジナルナンバープレートの作成というのは、多分私の感

じでは自分の感じで言ったら悪いんですけど、軽の納税率がちょっと何か悪いよう

なこと聞いたんで、そういった面でこのようなことが考えられたのかなと思うんで

すが、これはどういったことで、これを全員強制なのでしょうか。とお尋ねしま

す。今の件についてお願いします。 

○委員長（徳並伍朗君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 只今のご質問のうち市制施行５周年記念事業での

ご質問に対しまして、お答えいたしたいと思います。詳細についてはまだ正式な決

定ではございませんが、予定といたしましては、功労者の表彰、それとそういった

最優秀作文とか作文の表彰、あとアトラクションを予定しておりますが、アトラク

ションについてはまだ未定でございます。ですので、予算計上はこれらの準備経

費、準備に要する経費、案内状の発送であるとか、そういったものを計上しており

ます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 小田税務課長。 

○総務部税務課長（小田正幸君） 先程の委員さんのオリジナルナンバープレートに

ついてのご質問にお答えいたします。オリジナルナンバープレートはそこにも書い

てありますように、イメージアップとか、活性化を目的としたものでございまし

て、徴収率は直接とは関係いたしておりません。それと、強制的にそのナンバープ

レートになるかというご質問でございますけど、現在ある従来のナンバープレート

がご希望であればそのナンバープレートを交付し、新しいナンバープレートがほし

いという方がおられれば、オリジナルナンバープレートのほう交付するようにして

いるものでございます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 三好委員のご質問でございますが、まず

一点目サインシステム整備事業に関してでございました。平成２２と２３年度併せ
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て先程ご説明したように、３４基のアーチ型等の大型のサインを主体に整備が終わ

る見込みでございます。当初の計画で５０箇所という計画をご説明させて頂いたと

思います。当初計画の中で私どもといたしましては、交差点内により大きな看板で

視覚的に見やすいように計画をしていたところ、道路管理者、主には県でございま

すが、こことの協議によりまして、どうしても死角、見えないところですね、そう

いうところができるということで、なかなか交差点内の大きな看板というのは、許

可下りないところがございました。そういうところは、その手前に小さな看板を二

つ立てて対処するなり、そういう方向で今対応をしております。そういうことで、

現実には大形看板より小さなものが二つのが、コストが比較的少なくてすんだりと

かそういうところもございまして、取りあえず平成２４年度は、その辺りをもう一

度しっかり調査する期間といたしまして、今までと少額になりますが、約３００万

円の計上としておるところでございます。ここで調査して、しっかりしたものが出

ましたら、新たな計画をお示しして、ご意見を伺いたいというふうに思っておりま

す。 

それともう一点は、バスの増便につきまして、真長田は通らないのかというご質

問だったと思いますが、実はこれにつきましては、出発地点を大田中央といたしま

して、それから綾木に参ります。綾木から植竹の交差点を、真長田のほうには行か

ずに、秋吉方面にそのまま向かいます。それから、嘉万を回って於福、青嶺高校、

美祢駅と来るような路線を考えておりますので、大変申し訳ありませんが、真長田

方面の方につきましては、綾木まで自転車で来て頂くとか、そういうご利用をして

頂ければというふうに考えております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） 真長田はですね、本当に不便で美祢に来るのに本当に不便な

んです。乗り継ぎ、乗り継ぎで、それで、コースをちょっともう一回考えて頂ける

ようなお考えはありますでしょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 今の真長田経由の件でございますが、実

は大田中央から美祢駅まで来るので、今の路線で行きますと約５０分から１時間か

かります。ということになりますと、大田中央から朝乗ってくる高校生のお子様と

いうのが、真長田を回ってしまうとそれからまた更に時間がかかってしまうという

ことで、その辺の折り合いと言いますか、余りにも時間がかかりすぎるのではない

か。来る時も帰りも同じく時間がかかるということで、そういう路線決定をさせて
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頂きました。その辺はどうか、ご容赦、ご了解を願いたいというふうに思います。

以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 概要書の中でカラー刷りの折り込みがあります。この中で大

変新規のユニークな事業たくさんあるんですが、これの新しい事業の実施要綱等は

およそいつ頃に出て来るのかどうか、どうでしょうかその辺。従来のものにつきま

しては、動向はだいたい分かりますけど、新しい事業につきましては、およそ、今

まで見ると７月ぐらいの分もだいぶんあったように思います。その辺のほうをご説

明をよろしくお願いします。（発言する者あり）黒いのはあれじゃけど、白いのは

新規の事業ですけど、具体的にもしいるようであれば全部読みましょうか。（発言

する者あり） 

○委員長（徳並伍朗君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 只今の岩本委員のご質問でございますが、まずＡ

３番の下のほうになりますが、地域力発揮まちづくり創生事業、先程私説明しまし

たけど、そういった事業については、Ａ４番の資料でも概要版を渡してる事業につ

きましては、４月１日の広報で全世帯に周知したいというふうに考えています。以

上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 予算書の１２９ページ、区長報酬が３，１６６万６，０００

円あります。それでですね、ちょっと質問の趣旨が長くなるんですが、実は市報の

配付について、若干ですね市民の皆さんから苦情もあるんで、お聞きをしたいと思

います。まず区長さんの業務と言いますか、美祢市の区長設置条例の第４条にはで

すね、文書広報紙等を印刷物を含めて配付をするという業務があるわけですね。そ

れで私が住んでおります牛明区、ここに貸家が３軒ございます。その内１件が町内

会に入っておられる、２軒が町内会に入っておられない。しかしながら、全戸市報

は区長は配付されておられます。 

また一方で苦情が出てるのは、貸家に対して町内会に入ってないから市報が配付

されてないと。こういうところもあるわけですね。その辺につきまして、いわゆる

美祢市の全世帯数と区長の手当と言いますか、世帯数がかなりの格差があるんじゃ

ないかと、こういうふうに思います。 

まずですね、地方自治法の第１０条の２項ご覧になったらおわかりと思います

が、住民は地方公共団体の役務の提供、これは等しく受ける権利を有すとこう載っ
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てるんですね。しかしながら、実態は町内会に入ってないためにもらえないと、配

付してもらえないという方もおられるわけです。その辺でこのままにしておくと、

行政がそうした町内会に入ってるか入ってないかということで、そうした権利を差

別を助長してるとこういうふうに思うわけですが、その辺はちょっと詳しく説明を

願いたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 今、竹岡委員のご指摘のとおり、確かに

行政区に入っていらっしゃらない世帯の方といわれる方がございます。まず今の広

報の配布に関してでございますが、公報の配付に関しましては、市内に今４３２人

の区長の方がいらっしゃいます。この区長の方に、自分の区は何部配付部数がいり

ますかというようなこちらからご質問させて頂いて、その提出された部数によって

広報を配付をするようなシステムにしております。従いまして、竹岡委員が言われ

たように、確かに区に入っていらっしゃらない方の手元には区長から広報は手渡さ

れないというような状況でございます。そのような方がやはりいらっしゃいます。

その方がお問い合わせ頂いた時には、申し訳ないですが市民室に無料で配付するよ

うに置いてありますので、そちらのほうで取りに来て頂けませんかというような対

応を今はさせて頂いております。 

それともう一点、これは広報の配付とはその考え論点が変わるとこかも知れませ

んけど、地域コミュニティという観点から行きますと、是非区の中に入って輪の中

に入って頂きたいというような行政からの思いはございます。但し、それは広報の

配付とはちょっと若干論点が異なることかも知れませんが、広報の配付について

は、現在のところは、区長が部数を言われた方以外につきましては市民室に取りに

来て頂けませんかというような対応をさせて頂いております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 竹岡委員 

○委員（竹岡昌治君） そうしますとですね、区長が例えば、これは残念ながら美祢

郵便局でも問題が起きましたですよね。一昨日だったですかね、私が出した手紙が

戻ってまいりました。３，０００通の中に入ってましたが、送ってもいいでしょう

かどうでしょうか。見ましたら年賀状だったんで、頂いたものに対してお返しした

んで申し訳ないが、事情を申し上げて送って下さいという話を申し上げましたが、

そうするとですね、例えばですよ極論なんですが、１００軒ある区の中で配りたく

ないから８０軒だと、だったらそれで済ましてるわけですか。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 
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○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 基本的にはそうなりますけど、あきらか

に申請された数が少ないというところに関しては、その区長と何故ですかというよ

うな協議はさせて頂くようにしております。ただ、本当に少数何世帯というような

ところは私どもとしては把握できていない状況でございます。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 竹岡委員 

○委員（竹岡昌治君） そうしますと、地方自治法の１３条の２を見ていただいたら

おわかりになると思うんですね。市町村は別に法律の定めるとこに、その住民につ

き住民たる地位に関する正確な記録を常に整理しなければならないと、こう規定さ

れております。お分かりでしょうか。そうすると私が申し上げたいのは、区長さん

の裁量権でどうでもなると。例えばうちの区で言いますと、貸家の方が１軒ちょっ

と遠いんですよ。配るのいやなら１軒減せばいいのですから。私が申し上げたいの

は、そういう不公平が起きてるということに対して、全くその住民課との横の連絡

もなしにやっておられるこういうことでしょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 今の正確な把握ということに関して言え

ば、こちらのほうではその辺は、正確な把握をしてるかしてないかと言いますと、

してないということになります。ただ今の話で、区長が故意にこの人は入れないと

か、そういうようなことは私どもはないと信じてやっております。中にはよく聞く

のは、一方的に聞きますから、区長の方がこの方が入られないよと、区長が排除し

よるわけじゃない、拒否されますよというようなことは聞きますので、それに対し

て行政がどうしても、区長に対して入れて下さいというような言い方はできかねな

いというような見解でおります。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 竹岡委員 

○委員（竹岡昌治君） そうしますとですね、行政としては、その地方公共団体の役

務適用等しく受けるということに対して、課長どういうお考えですか。 

○委員長（徳並伍朗君） 田辺総合政策部長。 

○総合政策部長（田辺 剛君） 只今の竹岡委員のご質問ですが、住民が等しく役務

の提供を受けるという観点からすれば、現状は自治組織に入っていない方について

は、わざわざ取りに来て頂くという事態になっておりますので、必ずしも等しくと

いうことになると、適切かどうかということになると、適切とは言い切れないとい

うふうに認識しておりますが、先程課長が申しましたように、現在自治会組織に入

っている方について区長から配っていただいておるということについては、地域コ
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ミュニティの育成を図るという観点もございまして、今後その今ご指摘のありまし

た点については、より適正にできるように、十分にほかの市の状況も参考にしなが

ら、検討させて頂きたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 竹岡委員 

○委員（竹岡昌治君） はい、ありがとうございました。それでもう一点お聞きした

いんですが、議選の監査委員が監査のこと聞いたらまずいかも知れませんが、実は

これは局長とも調整はしておりません。 

しかしながら４年間やらせて頂いて、ちょっと感じたことを申し上げたいんです

が、現在美祢市では一般会計、これは単式簿記で現金主義ですよね。そして今度は

公営企業会計、これは公営企業法に基づいてやっております発生主義の会計ですよ

ね。当然期間計算をやってるわけですが、もう一つはですね、監査室が業務として

やってるのは、財政支援団体。これは法人は企業会計なんですね。このいわゆる単

式簿記、複式簿記、言い換えれば企業会計、そうした会計を監査するにあたりまし

て、代表監査委員さんは当然今まではほとんどが市の職員さんで学識経験もあり、

豊かな経験の基にやっておられるわけですが、議会のほうになりますと、なかなか

それぞれ専門的な分野で皆さんご活躍なんですが、この全てをですね、熟知した上

でやるということは、非常に問題があるわけですね。 

職員の皆さんも研修費がわずかに６万８，０００円、これも常々私たちは非常に

少ない、法の改正やらそうした財政の法とかの変化がある度に。勉強をしていかな

くちゃなりません。そうした中で非常に研修費少ないんです。従って、これを議員

選出の研修費も含めてどのようにお考えなのか、その辺をお伺いをしたいと思いま

す。（発言する者あり）局長と打ち合わせをしてないんで、局長に問うてません。

答えられなかったら、総括質問でやります。委員長その辺はお取り計らいをお願い

します。 

○委員長（徳並伍朗君） ちょっと暫時休憩をいたします。 

午前１１時３７分休憩 

 

    午前１１時４４分再開 

○委員長（徳並伍朗君） 休憩前に続き会議を続行いたします。波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） それでは、只今の竹岡委員のご質問にお答えいたしま

す。職員の研修費が少ないのではというご質問ですけれど、確かに各所属から、原

課から予算要求をされた研修費を、全て予算として確定はしてないというのが現状
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でございまして、合併以前、平成の１０年代後半になりまして、財政基盤の確立の

必要性からいろんな物件費等も含めまして、財政削減を目指す中で、この職員の研

修費等々も、一括的に削減の対象とさせて頂いた経緯もございます。 

その中でいろんな研修費を落したり、各審議会等の委員さんの研修等におきまし

ても、毎年行っていたものを各年にしていただいたり、３年に一度にしていただい

たりということもさせて頂いております。 

しかしながら、議員ご指摘のように職員の資質向上ということは、今後の美祢市

を運営していく上でもとても大切なことでありますし、美祢市の今年の予算の中軸

にも人材育成というものもあがっております。そういう観点から、今後も引き続き

同じような職員研修というのではなくて、議員さん言われましたよう、に企業会計

等の特殊な部分につきましては、民間の講習会等もありますように、そういう部分

には積極的に参加させる必要は当然あるというふうに認識しております。今後は職

員研修に更に力を入れて、職員の資質向上を図っていきたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、竹岡委員 

○委員（竹岡昌治君） ちょっと南口委員、南口委員、静かに。答弁が半分しか聞こ

えんやった。 

私が申し上げたのは職員の研修も当然なんですね。いわゆる全ての職員さんにも

通じるだろうと思うんですね。日々法律も変わってくるし、いろんなものが変化し

てくる中で、それについて行かなくてはいけない。そうしますと、どうしても職員

の皆さん方も、それに向けて勉強していく必要があるだろうと。ですから、昨日も

一般質問で申し上げたようにバランスを取ることも大事ですが、やはり集中してや

ることも大事だという冒頭に申し上げたとおりですね。是非このことについては一

考願いたいと。 

私が質問申し上げたのは、併せて議会選出の監査委員さん、これももう改選にな

るわけで、次はどなたがなられるか分かりませんが、やはりそれも含めて監査委員

さんの研修も考えて頂きたいと。これは項目上がっておりません。そのことをお尋

ねしたんですね。 

それから平成２３年度、実は工事監査をするということで着手しました。佐藤室

長は１年間私は工事監査のいわゆるレールづくりをして頂ければ、１年かかってし

て頂ければと思ったけど、深く本当にですね熱心に勉強されてやって頂きました。

そして、この３月３１日をもってご退職になさると、定年退職ということでござい
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ますが、素晴らしいものを残して頂いて、あとに引き継いで頂くようになっており

ます。こうしたことも、室長は専門的な方であったからこそできたんであろうと思

いますが、やはり今後監査の場合は職員も含めて、幅広い知識と洞察力がいるわけ

ですね。そうした中で是非議員選出の監査委員さんも勉強できる場づくりのための

費用を見ていただけないだろうかと、こういう質問も併せてしたわけで、言葉が足

りませんでしたが、ご回答を頂きたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） 波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） 只今の竹岡委員さんのご質問ですけれど、議員選出の

監査委員さんの研修等も含めまして、今後更に研修の拡充に努めていきたいという

ふうに考えてます。 

○委員長（徳並伍朗君） その他質問はございませんか。河本委員。 

○委員（河本芳久君） 広報紙について質問いたします。ページだったら１２５ペー

ジでございますが、平成２４年度から広報を今これ月２回発行されてますが、今後

これを１回にすると、これはいろいろ審議会、それから地区住民からも１回でいい

のではないかと、こういう声も私いろいろから聞いておりますが、１回になるとい

うのは大変いいことだと思ってます。なぜならば、経費の削減とともに、やはり書

いてある中味がもう少しこの良く精査されて、住民にとって必要な情報提供すると

そういう意味でこれは必要でないというんじゃないですけど、他の広報紙、公民館

だよりとか、保健だよりとか、それぞれのそういう広報紙と重複してる、繋がって

重複してるものがあるんじゃないかと、こういう声も聞いてる。 

そこで私の言わんとするところは、１回だから経費、予算の削減に繋がる、財政

的には大変良いことだなと思っておりましたところ、印刷製本に８２２万ばかり計

上されています。かつてのこの２色刷りの広報で６９０万ばかりの経費でありまし

たが、逆に１回で経費は上がってしまってる、これじゃ経費の削減になってないじ

ゃないかと、こういう思いがする。 

先程、説明ではカラーによって楽しく読んで頂けると、色刷りだったら楽しく、

中味が魅力があれば読むわけです。中味についてやはり検討も必要であるが、経費

の面で逆に多くなってる、この辺はどう説明されますか。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 河本委員の質問にお答えいたします。確

かに２３年度と比較いたしまして、２回が１回になりましたが、経費の面では若干

増えているというのが現実でございます。委員が今おっしゃいましたようにいろい
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ろ地域の座談会でありますとか、いろんなところで１回にしてはどうかとというご

意見と同じぐらいの頻度で、カラーページを取り入れてほしいというご意見も頂戴

いたしております。 

約カラーページと二色刷りでは、単価にいたしまして２倍ちょっとぐらいの差が

ございます。ということになりますと、同じページ数を確保しようと思えば経費は

少し上がるであろうという積算の基でこのような結果となっている次第でございま

す。 

但し、我々もほかの今の広報紙と重複するような情報でありますとか、今はイン

ターネットによるホームページ、それからＭＹＴによります動画による報道と、そ

れとこの市報というのがありますが、広報につきましては、どの世帯も全世帯いく

というような特性を持っております。インターネットにつきましてはまだそれほど

の普及率もございません。それからＭＹＴも全員が見るということはありません

が、広報には広報なりのそういった特性の役割があると思いますので、その辺を勘

案しながら新たな紙面を作っていきたいというふうに思っております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 河本委員。 

○委員（河本芳久君） 広報は大切です。やはり行政も情報提供、また市民に是非知

っていただきたいと、こういう意味合いでは、広報は非常に大切な機能もっており

ます。 

しかし、カラーでそして読みやすくなるから、広報の機能は十分果たせてるかど

うか、この辺は私疑問に思う。予算の削減という面で、いろいろな面で、この経費

削減で努力されてる。しかし、こういった面で一方では、その努力の跡が見えない

点も私には伺えるので質問したわけです。そういう意味で、更なる広報の中味のや

はり質について、十分ご検討いただきたい。これは要望です。 

それから先程竹岡委員の質問の中に、この広報を配るのは区長さんであると。区

長さんの中には３戸か４戸または５０戸というような集落もございます。かつて、

この自然発生的にできている部落というか、いわゆる組織でございますので、講内

の中に入らない方はその集落には所属しないのでそういうことで、今、竹岡委員は

全住民にという、全戸数にということでございましたが、かつて合併前はそういう

講内に入らない、集落に入ってないそういった方に対しては、特別配慮で公民館ま

たは町のほうから個別に送付していた、そういうのもかつてはあったんですが、今

は先程の答弁にありますようにそういったことはない。 

そこで先程コミュニティの育成のためには区長の果たす役割は大きいと。当然で
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す。そうすると１戸や２戸、３戸や４戸というのは、集落としての機能をなしてな

いんです。そういう意味から自治会的な機能に変えていくためには、ある程度行政

が区長を通じて組織の再編等も、今後ますます限界集落が出て来ると必要ではない

かと。そういう意味で区長の役割について、行政のほうからもう少し市民にきちっ

と説明する必要があると思います。現在は今までの慣習、なりあいで区長というふ

うな形を依頼しておりますが、今後区長制度について、もう少し検討する余地があ

るかないかお伺いしときます。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 河本委員のご質問にお答えいたします。

今のような議論いただきましたので、また区長の方に対しましては、いろいろな文

書でありますとか、直接お会いすることもございます。一定の基準を設けまして、

きちっと区長に対しまして、いろいろな協議をする場をまた設けたいというふうに

思っております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） 要望ですが、年一度区長会議を持たれると思います。その席

で、やはりそれぞれの区に所属されない、いわゆる講内に所属されない戸数という

のは、すぐ掌握できると思います。そういったことで、これからの区長制度のあり

方について、再度市の方針を出していただきたい。これは要望でございます。以

上。 

○委員長（徳並伍朗君） １２時になりましたので、休憩をいたしますが、もう常任

委員会でこれは日本中のハートをいまこそ東北に届けようということで、きょう於

福の道の駅にＯｎｅ・Ｈｅａｒｔ・Ｎｏｗというのが車が来ておりますので、今か

ら２時まで休憩をいたしまして、２時から会議を開きますが、２時まで東日本の応

援のために是非とも県内で一箇所しかない、一箇所だけ於福の道の駅に来てくれる

わけでありますので、我々議会も応援に行きたいというふうに思っておりますの

で、皆さんのご協力をお願いをいたします。なお会派なり、バスがありませんの

で、駐車場もせまいかも知れませんが、みんなで乗合をして行って頂きたいという

ふうに思っております。 

２時から会議を開きます。よろしくお願いいたします。 

午後０時００分休憩 

 

    午後１時５８分再開 
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○副委員長（髙木法生君） 委員長が所用のため席を外しておりますので、これより

副委員長の私が委員長の職務を努めさせて頂きます。ご協力頂きますようよろしく

お願いいたします。休憩前に続きまして会議を開きます。質疑はございませんか。

はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） 予算の概要２９ページになります。ケーブルテレビ利用料等

助成金が２１４万９，０００円になっておりますが、これは何件で、１件当たりの

金額はいくらを計算していらっしゃいますか、お聞きします。それからもう一点、

ふるさと応援未来創造交付金、これは昨年は３，０００万円で各地区１，０００万

だったと思いますが、今年は６３１万の繰越金があるということでしたが、これは

多分美東・美祢地域からのものだと思いますが、この８３１万につきましては、全

地域で使ってよろしいでしょうか。そして応募者多数の場合はどのようにされるの

か、お尋ねします。 

○副委員長（髙木法生君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 山中委員のご質問にお答えいたします。

ケーブルテレビの助成金でございますが、生活保護世帯と重度身障者かつ所得税非

課税世帯の利用料を減免するものでございまして、見込みの件数といたしまして、

２４件を想定しております。２４件に対して１２ヶ月という想定のもとで、この予

算を立てております。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 只今のふるさとみらい創造交付金のご質問の件で

ございます。６３１万８，０００円につきましては、繰越事業で、委員が言われる

ように、美祢地域と美東地域の取り組み地区において繰越事業がありますので、そ

れに充てるものであります。従って想定としては、計画としては１件２００万円を

予算化しておるものでございますが、この１件２００万円と言いますのが、昨年３

会場においてこの交付金制度の説明を行っております。その際に説明に参加された

にも関わらず、取り組みに手を挙げられなかった地域というのが１箇所ございま

す。その他事業振興する中で、これについての問い合わせというのがほかにござい

ません。従って、この事業進めるにあたって総合支所とも協議する中で、１地区程

度が手を挙げられるのではないかということでの予算計上でございます。以上でご

ざいます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、山中委員。 

○委員（山中佳子君） ２件以上あった場合はどうされるおつもりですか。 
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○副委員長（髙木法生君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 順番的には最初に申請があったところを採択する

ようになろうかと思います。その後応募多数の場合は、今後どうしてもプラン策定

まで時間を要しますので、お聞きする中でもう一つの地域支援型の事業もございま

す。そちらの事業活用も含めまして協議させて頂いて、必要であれば今後の予算対

応を考えていきたいというふうに考えております。以上でございます。  

○副委員長（髙木法生君） はい、よろしいですか。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） それではですね。公共交通対策費ということで、１３５、１

３６ページに記載されておりますけれども、ミニバス運行の事業について、８６３

万４，０００円ついております。 

それでですね、これは２年前から山中・堀越地域、そういったところからミニバ

ス運行が始まりまして、実証運行等で利用者がきちっとついてるということで、実

際そういった山中に奥地に入ってるそういった地域の方がこういったミニバスを利

用して、そして病院とかまた中心街に来られて買い物されるということで、非常に

私はこれは美祢市の活性化に大きく貢献してる事業じゃないかとそのように思って

おります。 

それで実証運行で山中・堀越地域が結構よかったということで、その拡大、また

より山間部の活性化を促していくために、この美東北部地域、秋芳南部地域、この

平成２４年１０月からミニバスの運行を行っていくということになっております。 

それで今後とも２４年度中には、９月までに秋芳南地域、また１０月からは豊田

前・西厚保地域の実証運行を行って行くということになっておりますけれども、も

しこれが実証運行で期待したほどの利用客がなかった場合、そういったデータを取

って、そういった時に利用者が少なかったら、そういう時の対応というのは今後実

行運行と言いますか、そういったところについてはどのようなご判断をされてる

か、ちょっとその点についてお聞きしたいと思います。 

○副委員長（髙木法生君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） お陰様で今行っております山中・堀越地

域、美東北部につきましては、実証運行の結果かなりの数の人数をご利用頂きまし

て、無事本格運行の運びとなっております。 

今の実証運行が成功しなかった場合ということでございますが、事前に交通不便

地域ということでバス停から１キロ以上離れた行政区を抽出しております。それと

同時に、その行政区に高齢化率がどれくらいであるかとか、高齢者人口がどれぐら
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いであるかというデータを基に、その行政区を抽出しておるところでございます。 

今までの前例から行きますと、事業運行を本格運行に土台がきちっとあるのに、

できないというふうには行政としてはしたくありません。従いまして、美東地域北

部の場合でいきますと、ちょっと人数が少ないなというような時に１週間ほど、確

か無料運行期間というようなお試し期間を作ったりしました。そういうので体験乗

車してもらうというような方法もとってます。 

それとその地区の区長の方に再度また説明にいって、今まで周知が行き届かなか

ったところを補完するような形で、無事実証運行の段階で人を増やしているという

状況です。 

ですから今後もそこの抽出した行政区というのは、土台がきちっとあるというふ

うな見込みで抽出しておりますので、その辺りをお客が増えるような努力を行政と

してしていきたいというふうに思っております。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 分かりました。いずれにしてもですね、山間地に住んでおら

れる、こういった方々の実際病院に行くとか、また買い物等、非常に私は大きな美

祢市における活性化に、特に高齢者対象となっておりますけれども、高齢者の中に

はかなり余裕のある方もたくさんおられますし、そうでもない方もおられますけれ

ども、こういった運行しっかりと進めてお願いしたいと思います。 

いずれにしても豊田前、また西厚保地域も今後実証運行ということで、今利用は

必ずあるということ強いなんと言いますか、お話もお聞きしましたので安心してお

りますけれども、いずれにしてもまた美東地域、また今後行われる豊田前・西厚保

地域についても、この利用料金というのは３００円で統一して行われるかどうか、

この辺についてちょっと違うんかどうか、この辺についてはどうでしょうか。 

○副委員長（髙木法生君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 現在のところは、実は豊田前と西厚保地

域におきましては、今までの場合と違いまして、今までの３箇所やっておりますの

は、各総合支所でありますとか、病院でありますとか、そういうところまで利用者

の方を運んで頂くというような運行方法をとっておりましたので、アンモナイト号

の２００円と差別化するために一乗車３００円としておりました。 

現段階では豊田前・西厚保地域の運行に関しましては、交通の結節点までを運ぶ

というような考えでおります。従いまして、どこまでかというと厚保については、

厚保駅近辺まで、豊田前については御注連と言いまして、豊田前公民館のある近辺
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まで、そこからはＪＲ、バスなりをもう一度使って頂けませんかという提案の基、

現段階では豊田前・西厚保地域の一乗車の運賃を２００円というふうに設定してお

ります。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 今後新しく拡大するミニバス運行の中味が良くはっきりと分

かりました。 

それとは別に生活バス路線維持事業の補助金ということで、大きな１億１，９０

０万というお金ついておりますけれども、特に交通不便地域である於福町田代地域

交通、こういった利便性の確保をされて走っておると思いますけれども、バス停か

ら実際栗ヶ原とかそういった地域で、そのバス停まで行くまでに実際かなり距離が

あると。歩いて行くのにちょっと大変とそういったことも、ようその辺のバス停の

設置場所等もしっかりとまず検討もしっかりとして頂きたい。そういった声もある

ということをわきまえておいて頂ければ、また考慮して頂きたいということをお願

いしたいと思います。 

このバス路線については以上ですけれども、それと最後にですね、今回平成２４

年度の新年度予算で、この議会費が議員定数が２６名から１９名、７人削減される

ということで、今回の議会費がですね２億４，１００万程度から２４年度では１億

８，８００万程度ということで、５，３００万程度が削減されるようになっており

ます。それで議員もしっかりと身を削る今回やっていくということで、それで市全

体、合併して４年ですけれども、今度は人件費について確かに２３年度、２４年度

比較すれば１億近い減少となって、それぞれ改革されてると思いますけれども、今

現在３６２人の病院も含めてでしょうけれども、こういった人件費等の削減を進め

ておるということで、今後しっかりと議会側も人件費の削減定数削減によってやっ

ていった。そして、当初この総合計画でしていたこの市の合併以降４年経っての、

この平成２４年度からのこの人件費というのが本当に適切であるかどうか、この辺

についてどのようにまずお考えになっておるか、簡単で結構ですのでお答えして頂

きたい。 

○副委員長（髙木法生君） 波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） 只今の岡山委員のご質問にお答えいたします。その前

に今第一点、職員数３６２名のお話の中で、病院も含めてのことだと思うというふ

うにおっしゃいましたですけれど、この３６２名というのはいわゆる一般会計の職

員数でございまして、病院等含めますと企業会計、特別会計等含めますと６００人
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を超える職員数となっております。と申しましても、合併当初は７００名を超える

職員数でありましたものを、現在１００名以上は削減してるという状況です。 

一般会計、通常普通会計で申しますけれど、普通会計の職員数につきましては、

行政改革の中の集中改革プランにおきまして、平成２２年に職員数３７７名だった

ものを、平成２６年には３４７名に３０名の削減をするという計画を立てておりま

して、現在その途中でありますけれど、ほぼ計画どおりに削減されております。 

人件費総額につきましても、合併当初平成２０年度におきまして、これは一般会

計ですけれど約３５億円の決算でありましたけれど、平成２４年度の当初予算では

２８億７，０００万円いう数値になっておりまして、約６億３，０００万円の削減

を果たしております。これは退職金含んでおりますので、退職者数によりまして年

次的に若干の変動はありますけれど、合併当初とこの４年計画を比較しますと、か

なりの削減ができているというふうに考えておりますし、先程申しましたように平

成２６年度の職員数を削減する計画を、今後も計画どおりに遂行できるものという

ふうに考えております。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 失礼しました。病院会計、当然特別会計でしたので、ここで

はあくまでも一般会計だけの人数３６２名ということであります。いずれにして

も、今実際議員側として、議会側として、しっかりと身を削る戦いして削減してき

たということで、市側もそれに併せて総合計画に沿って着実にこの人数また人件費

をですね、削減してるということが、多少なりともちょっと分かりました。今後と

も特別会計は別ですけど、総合的にしっかりと考えて行かなくてはならないと思っ

ておりますので、今後ともそういった点についても、しっかりと私どもも皆さん次

はどうなるか分かりませんけれども、しっかりと今後とも注意して見ていきたいと

思っています。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、ほかに。安冨委員。 

○委員（安冨法明君） ６件ぐらいお聞きしたいことがあります。１件ずつお聞きし

ますので、よろしくお願いといたします。 

最初にですね、概要書で説明がありましたので、そちらのほうで２７ページ、市

制施行５周年記念事業ということですね、予算が計上されております。１３５万

３，０００円、説明では基本的に全部が決まってるわけではないけども、セレモニ

ーのような経費というふうに説明があったというふうに思うんですが、それはそれ

でいいとは思うんですが、難産をした合併も４年を経て５周年が迎えられると、め
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でたいことだと思うんですが、財政状況も市長言われるように、それなりにかけら

れました課題は着実に遂行されてると言いますか、進められておるというふうに思

っております。 

そこで視点を一つ変えてですね、例えば一市二町が合併をしましたわけですか

ら、美祢市、市名も美祢市になりまして、市名の選定には難航いたしましたけど、

美東・秋芳は実情終わったということですかね。それぞれの町にですね、例えば秋

芳ですと秋芳町史というのがありました。美東にも当然美東町史、美祢にもあった

というふうに思います。それでですね、いつがいいのか私もはっきり申し上げるも

のでもありませんけれども、それぞれの町のですね顛末と言いますか、どういうふ

うに言いますかね、町史の完結編と言いますかね、要するに最後まで合併で終わる

までの町史の編纂と言いますか、そういったことを、美祢市の場合はちょっとどう

なんでしょうね。合併前、あと合併後も続いて行くというふうに考えればいらない

のかも知れませんけれども、そういうふうなことをお考えにそろそろなられておら

れるんじゃないかなと。あるいはその必要性ついてどういうふうに考えておられる

のか、まずお聞きをいたします。分かりますかね。 

○副委員長（髙木法生君） はい、田辺総合政策部長。 

○総合政策部長（田辺 剛君） 只今の安冨委員のご質問にお答えしたいと思いま

す。今のところ、今言われたような合併前の町の町史の最終仕上げの作成というよ

うなことは考えておりませんし、今のところ特にこれがどの程度の重要な意味合い

を持つかということについても、正直申し上げてはっきりそこまで考えておりませ

んが、今後いつの時点がいいのかということも言われましたけど、そういう今後こ

ういうことも考えていくことも必要かなという、申し訳ございませんけど、その程

度の認識を持っています。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） やはり市長に聞くべきだったというふうに思います。市長の

分身ちゅうわけじゃない。副市長もおられますけども、部長は正直に答えられた。

それはそれでいいのかなというふうに思うんですが、それぞれの合併市において、

合併前の町史、歴史については、やはり合併までの正確なと言いますか、きちんと

した町によるでしょうけど、全てをやれということではないんですよね。今までの

あったものから合併までの間をきちんと記録をして残してはいかがですかというこ

とです。ちょっと聞く人が場がちょっと違ったように思いますので、市長に総括質

疑でお聞きをしたいというふうに思っております。是非ですね、もうちょっと大切
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に思っておりますぐらいなお答えがほしかったかなという気はしないでもありませ

ん。 

次にですね、２９ページです。活性化対策費の中、自治宝くじ助成事業というの

があるわけですが、あとでも似たようなことをお聞きをすると思うんですが、毎年

宝くじの助成金があって、それなりの事業に取り組まれるわけですが、今示されて

おります。上野東会、ＮＰＯきららの里の２団体が申請予定ですというふうに書い

てあります。このことそのものがどうということをお聞きしたいわけではないんで

すが、こういうふうな助成事業と言いますか、あってですね、例えば先のふるさと

未来創造交付金なんかでもそうなんですが、こういうふうなまちづくり、地域づく

りのために助成があるんであれば、これをどう周知をして、それぞれの自治会なり

が地域がですね、この事業にたどりつくことができるのか、どういうふうに周知を

されて、例えばここに取り上げられておる２団体は、ここに載ってきたのかなとい

うことを思います。説明ができれば、その辺のことをお示しを願いたい。 

○副委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 安冨委員のご質問にお答えいたします。

自治宝くじの助成事業につきましては、平成２３年１０月１５日号の広報で募集を

させて頂いております。広報による募集ですので、一方的な募集になりましたけ

ど、こちらのほうで募集させていただいたところ、先程申しました上野東会とＮＰ

Ｏきららの里の２団体がご相談に来られて、そのまま該当事業となるので、募集を

事務手続きを始めたということでございます。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 分かりました。もう一つついでに、ついでにと言うとおかし

いですが、見込みとすれば、例えばこの宝くじの助成事業と言いますか、助成とい

うものは、引き続き期待ができるものなんでしょうか。 

○副委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 現在のところ来年から国の行政仕分けと

かそういうのがありますけど、そういうものによって来年からなくなりますよとい

うような声は全く聞いておりません。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） それじゃですね。先程言いましたように、あとで交付金事業

のところで同じようなことをお聞きをすると思いますので、次にですね、３０ペー

ジのですね中程に空き家情報バンク活用応援事業補助金というのが、５０万ですが
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企画政策課として示してあります。この事業の現状の成果と言いますか、どれぐら

いなストックと言いますか、情報の蓄積があって、現状でそういったふうなものが

どれぐらい活用されてるのかというふうなことが分かれば、お聞きをいたします。 

○副委員長（髙木法生君） 篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 只今のご質問でございます。ここに掲載しており

ます空き家情報バンク活用応援事業でございます。これは昨年度創設した事業でご

ざいます。今年度、実績はまだでございますが、今のところ１件、金額にして１万

８０００円の実績でございます。それとこの前段となる、ご参考までに空き家情報

バンクの登録の件でございます。これにつきましては、平成２０年度からこの空き

家情報バンクとして、市のほうから情報提供を行ってる事業でございますけど、こ

れまで登録件数は利用者希望のほうの登録が８２件、これまでにですね。空き家登

録が４７件でございます。その内、成立した件数ですけど、売買が５件と購入が５

件ですから１０件ですか、それと貸家が２４件の実績がございます。すいません。

ご参考までに述べさせて頂きました。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 参考のほうが聞きたかったんですよね。例えば、活性化の委

員会で、今、空き家対策のことを委員長が報告すると思いますが、基本的にです

ね、過疎が進みますし、空き家が無数にあるっていったほうが、現状だろうという

ふうに思うんですよね。 

そういうなかで今の登録件数８２件ですかね、というのは全体からすればほんと

一握り、ごく一部だろうというふうに思います。もう少しですね、ヒットすると言

いますか、希望される方が８２件でしたね、登録が４７件でしたね。そういうこと

ですと、逆に言えば登録件数の倍近いものが、希望があるという現実もあるわけで

す。みんながこうね条件が合うかどうかは別にしまして、そういうふうな現実があ

るということ。 

もう一つ現実はそれぞれですね、限界集落等も含めて、過疎対策ですよね俗に言

う、その中でこの種の空き家対策というのが非常に重要な位置を占めてくるという

ふうなことを、皆さん思っておられるというふうに思うわけです。そうするとこの

制度、あるいは空き家対策等地域外、市外からの何と言いますか、人口の流入と言

いますか、入り込みを期待をする意味でももうちょっとうまく活用するというか、

そういうふうな政策が必要だろうというふうに考えています。 

それとですね、先程の竹岡委員の質問の中に区長さんの話が出てまいりました
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が、何と言うか、区長会議というのをやられてるというような話もあったんです

が、どうなんでしょうか。もう少しですね行政の末端のいよいよ住民との接点であ

る区長さんですから、もう少しですね、区長さん集落の代表としての区長さんの力

を借りて、もう少しですね積極的に、こういうふうな施策が展開されるようなこと

を考えになってはおらないんでしょうか。 

○副委員長（髙木法生君） はい、篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 安冨委員の最初の前段のほうの空き家情報バンク

の情報活用と言うか、情報提供の仕方等につきましては、委員の言われるとおりだ

と思います。今後ともより有効的な登録状況の増加に向けて検討して参りたいとい

うふうに考えております。前段のご質問については以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、田辺総合政策部長。 

○総合政策部長（田辺 剛君） 区長をもっと積極的に活用してはどうかというご質

問でございます。おっしゃるとおり出来る限りご協力お願いしておりますし、もっ

と積極的にいろんなことをお願いしたいということは重々考えております。 

ただ一方で、先程の竹岡委員の質問の中にもありました市報を配ること一つ取っ

ても、それをその重荷に思っておられる区長さんもおられて、そういうことがあっ

て、なかなか区長の引き受け手がないという声もお聞きしておりますので、その辺

のバランスを十分に考慮した上で、出来る範囲で出来る限り、市のいろんな行政に

ご協力をお願いしていきたいというふうに考えております。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 基本的にその区長さん今だいたい順番制で、何か権限のある

人が区長さんを努められるような区は、おそらく私はないんだろうというふうに思

いますから、言われることはよく分かるんですが、一つですね、視点を変えて頂い

て、空き家の情報だけを伝えて頂いて、その細かなそれから先の折衝とか調査は、

市で担当者を作ってでも私は取り組むべき価値はあるというふうに思います。 

仏壇があるとかいろんなあれで、なかなかこの話に乗れないというのは私もよく

分かっておるつもりですが、私の実際集落の中にも良い空き家がですねありなが

ら、草ぼうぼうで朽ちていくというふうな状況があります。本当にもったいないな

というふうに思うんです。 

貸してでも売買は成立するとも限りませんけども、貸すだけでそこに人が住まれ

れば、その集落の活性化にもなりますし、その何て言うんですかね、家のためにも

長持ちもするし、景観ももちろん良いですし、安全上もそのほうがベターだろうと
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いうふうに思うんです。 

これを最終的にその個人の持ち物、じゃあ空き家対策どうするかというのは、活

性化でも話ました。なかなか個人の持ち物を、私有物件をどうこうするというのは

難しいというのはよく分かりますけど、そういうのがずっと増えて来た場合には、

いかんともしがたい、周りに人が住めなくなるような状況もあろうかというふうに

思います。それは観光地のど真ん中に空き家対策だけではないと思うんですよね。 

だからそういうことも含めてやはり何と言いますかね、抜本的と言いますかね、

対策が必要なんじゃないかなというふうに思っております。是非ですね検討して頂

きたいというふうに思います。 

次にですね、同じところにふるさと応援寄附金事業がございます。これは補正で

も説明があったんですが、当初予想よりも多くの方がご寄附をされて、補正がいっ

たというぐらい嬉しいことだろうというふうに思うんですが、基本的にですね、こ

の基金が１，２００万円ぐらい、今年の見込みで１，２００万円ぐらい確かあるよ

うに書いてあったというふうに思うんですが、この基金を基本的にいくらぐらいに

なったらどうされるのか、そういうふうな協議がされておるのかどうか、お考えが

あったらお示しを願いたい。 

○副委員長（髙木法生君） はい、篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 只今のご質問でございます。基金を取り崩して、

それぞれのふるさと納税して頂いた方のご意向に沿うような形での使い方を検討し

ているところでございます。ですから従って、来年度にはそのご意向に沿った使い

方を考えたいと、検討したいというふうに考えております。 

参考までに、ふるさと納税される時にアンケートと言いますか、どういうふうに

使ってほしいかというアンケートをとっております。ご参考までにだいたい人づく

りへの取り組みというのが約１０％、秋吉台など自然を守る取り組みというのが約

５０％、あと市長にお任せするというのが約残り４０％程度でございます。すいま

せん。ご参考までに申し添えさせて頂きました。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） それじゃ要するに２５年度には、納税者、寄附者ですかの意

向に沿う形で、それまでには使途について検討していく、このままずっと貯めてい

くちゅうことではないということですね。分かりました。 

それとですね、これだんだんだんだん金額はともかくとして、補正を組まれて増

えたよというのは私は非常に有難いことだなというふうに思いますし、先程の空き
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家じゃないですが、やはり関心があるからそういうふうな寄附をされて頂けるんだ

ろうというふうに思うわけです。そういうことですから、Ｕターンまでいくかどう

かは別にしても、ふるさとに対する思いの中からですね、また定年なったら帰ろう

かとかいうふうなものに繋がるように、その今例えば寄附金の一部をその特産品で

あるとか、そういうふうな形でお返しをするということだけじゃなしに、市の情報

というものを十分伝わってるのかどうか、相手の方に関心のあるふるさとの情報が

伝えられてるんだろうかというふうに思うんですが、この件についてはどうでしょ

うか。 

○副委員長（髙木法生君） はい、篠田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（篠田洋司君） 只今のご質問でございます。ご寄附頂いた方には

礼状とあとそういった市の情報紙、情報紙と言いますのは、ＵＪＩターンでも使っ

てる美祢暮らしというパンフレットがございます。そういったものをお送りしてお

ります。それとあと寄附金が増えてるという現状がございます。これは美祢のお礼

の品として特産品６品の内ご選択頂いてそれをお配りしますけど、この品物が高く

評価されてるというのも実情でございます。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 最後の件はそうなのかも知れませんけれども、いずれにして

も有難いことだろうというふうにも思いますし、是非ですね私はカラーになったら

市の広報あたりも送られたらいかがかなと、これはまた予算が伴うことではあるん

ですけれども、そういったことも送るに値する広報にならんと、こんなものもろう

ても駄目じゃというて言われても困るんですが、そういうふうなこともあっても良

いのかなというふうに常々思っております。検討してみて下さい。 

それとですね次にですね、３１ページでですね。ふるさと応援未来創造交付金な

んですが、先程、山中委員から質疑がございました。私もこのことについては何度

かお願いというか、質問したつもりなんですが、基本的にですね、私は２３年度に

取り組んだこのふるさと応援未来創造交付金を継続してほしいというふうなことを

言ったと思うんですよね。その意義はですね、２３年度に出た希望だけが、私は集

落あるいは地域の希望じゃないと思ってます。常々ですね、こうすると良いな、あ

あすると良いなというプランをもっていたのが、たまたま２３年度に出て、手を挙

げて来られた応募されたというふうに捉えてます。そして、その時に間に合わなか

った１件を２４年度に組んだよと今の説明はそうですよね。この予算もそういうふ

うな。あとの残りの六百何十万かは継続費ですよと。こういうふうな話ですから、
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基本的には２３年度で終わってしまうというふうな取り方になろうかというふうに

思うわけです。 

私はこの手の事業はですね、地域づくりですから、まちづくりですから、そうい

うふうな事業をですね上限２００万ですけど皆さんでいろいろ考えて頂いて、ある

いは集落間で協議をしながら、ここに用意をしておきますから使って下さいよとい

うふうな予算の取り方が、やはり私は一番ベストじゃないかいうふうに思って、お

願いを継続的に、こういうふうな事業の取り組みをして頂きたいというふうに申し

上げてきたつもりなんですが、伝わってなかったのかなというような気もします。 

それとですね、それに対するお考えを、まずお聞きをしたいと思います。ただで

すね、もう一つ申し上げておきますと、今年は改選期ですから一応これで組んでお

いて、４月以降新しい市長さんになられたら、また考えるよというふうなことであ

ればまた、違うのかなあと思うんですが、例えば、私は皆さんには、おそらく市長

は次の次年度も考えるよというふうなことを言われてますから、同じものが出てき

ますよというふうなことをいってます。嘘ついたなというようなこと言われかねな

いよう状況に立場にはあります。そのことが一つとじゃあその下に出て来る地域力

発揮交付金、あるいは市民発チャレンジまちづくり事業、この二つなんでしょう

ね。二つ纏めて地域力発揮交付金になるんでしょうが、この二つがこの２３年度に

取り組んだふるさと応援未来創造交付金事業の代わりなのか、そういうふうなお考

えで予算を作られたのかどうかお尋ねをします。 

○副委員長（髙木法生君） はい、田辺総合政策部長。 

○総合政策部長（田辺 剛君） 只今の安冨委員のご質問にお答えします。まず初め

にふるさと応援未来創造交付金、これは２３年度に実施した事業の継続ということ

なんですが、この事業については、安冨委員ご承知のこととは思いますが、複数の

行政区で取り組んで頂いて、戸数が何戸以上とかいう条件があります。 

それとこの狙いとしては、小規模高齢化集落、単独の集落ではなかなか出来ない

ことを、複数の区が集まることによって解決しようという狙いがありまして、それ

らを小規模高齢化集落を含む地域数をだいたいこちらで調べまして、それが全部取

り組まれるということにはなかなかならないということも考えておりまして、結果

的には美祢・美東・秋芳、各５地区ずつ、全部で１５地区という地区数で予算計上

して公募したところ、１４地区の公募がありました。 

ですから、予算で計上したより１地区少ない地域、複数の行政区からなる地域か

ら要望があって、実施をされたというところで、これについては、一応一通り出る
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だろうとこちらが考えていた地域からは出たのではないかとというふうに認識して

おりまして、その中でわずか先程篠田次長が説明しましたように、説明会に来られ

た中で、応募されなかった地域があるということで、その地域をカバーするという

意味合いがあって、一応１地区ということで予算計上しております。今後これでも

う終わりという、この形としては一応２４年度でひとまず終わらせるように考えて

おりまして、但し、それの発展系という形で、２４年度に新たに地域力発揮まちづ

くり創生事業ということで、これについては単独のその地区でも応募できますし、

団体でも応募できるというような形で、言わば発展系というような形でこの事業を

創設したというところでございます。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 分かりました。要するにいいほうにとっていいということで

すよね。使い勝手が悪いと言うか、少し集落間の調整とかで、なかなか難しいとこ

ろも今年度分のふるさと応援未来創造交付金制度はあったと、そういうふうな部分

もあったので、もう少し使い勝手がいいように考えたと。だから、もし仮に下のほ

うの地域発提案型まちづくり事業ですよね、これは１００万、２件ですけれども１

００万になってる。ということは、前のような感じで集落同士がお話をしながら、

じゃあ一緒にやろうかと言えばやってもいいと。要するに地域の取り組みやすい状

況を考えて新たに作りましたよというふうに考えていい訳ですね。（発言する者あ

り）はい、分かりました。 

そしたらですねもう一つ、そういうことになりますと、これは今の部長のお考え

ですと、答弁ですと、だいたい２３年度でかなり出たから、もうあんまりもうこれ

以上は数が出てこないのじゃないだろうかということで、上の市民発チャレンジま

ちづくり事業は３団体、地域発提案型まちづくり事業は２件、２００万というふう

な予算を組まれたんでしょうか。 

もう一つじゃあ先程から言っておりますように、新年度以降一応こういうふうな

継続をして取り組むべき事業と位置付けておられるのかどうか。いかがでしょう

か。 

○副委員長（髙木法生君） はい、田辺総合政策部長。 

○総合政策部長（田辺 剛君） 安冨委員のおっしゃるとおり、ふるさと応援未来創

造交付金という事業については、ある程度応募されるであろう地域がだいたいこの

くらいだろうというところの予測の基に、予算計上しました。新しい事業について

は、地域力発揮まちづくり創生事業ということで、市民発チャレンジまちづくり事
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業補助金これが３団体、地域発提案型まちづくり事業補助金２団体ということで、

こちらについては件数は対象とする団体は数が少ない訳で、公募しまして、その内

容によって審査の結果、事業実施団体を決めるということを考えております。 

ふるさと応援未来創造交付金については、一応要件を満たした地域から応募して

頂いて、それを抽選をして決めるという方法を取っておりましたので、その辺りが

新しい事業は今までのふるさと未来創造交付金事業の発展系ということを考えてお

りまして、件数については、今後その応募の状況を見て来年度以降件数を増やすの

か、それともこの程度の件数でいくのかということを決める必要があろうかと思い

ますが、いずれにしても、これは今後継続していくべき、内容を変えながら、内容

を変えながらというのは、いいほうに見直しながら続けていく必要がある事業では

ないかというふうに考えております。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） そうですね、基本的に要するに地域の地域力と言いますか、

みんなが協力して何かここをやりたいというふうな考え方をもった時に、市のほう

で応分のこういうふうな、いいと思います。今発展的に使い勝手がいいように考え

ましたよということですから、応募者がどれくらいあるか分かりませんけども、新

しい市長が選ばれた時には、それに見合う、例えば補正とかのあれも予算も組める

ぐらいな、地域に対して頑張りなさいというふうな市の思いが届くような対応を期

待をして、この件は終わりたいというふうに思います。 

あと最後に一つだけあるんですが、先程岡山委員が人件費等のこと言われまし

た。私も前にですね前というか自分の時じゃなかったかな、お願いをしたような気

がしておるんですが、予算書には確か人件費が出ております。これは職員さんの人

件費だろうというふうに思っておりますし、予算のこの概要書なり示されたものの

中で、予算説明書概要書でですね、私は臨時の職員さんがどっかに示されておるの

かなというふうに思うんです。基本的に今の何て言いますか、財政改革の中で一番

大きなウエイトを占めるのは職員の削減、人件費の削減だろうというふうに思うん

ですが、今出てる範囲の人件費は職員のおそらく人件費であって、削減をされた人

員、職員ですよね職員のあとを補足をすると言いますか、埋めていくための臨時の

職員さんはかなりおられるし、そういうふうな正規を非正規でというふうな感じ

の、こういう言い方が良いのか悪いのか分かりませんけれども、対応がされてるだ

ろうというふうに思うわけです。その辺がどっか示されておるのかなというふうに

思いますが、いかがなんでしょう。 
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○副委員長（髙木法生君） はい、波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） 安冨委員のご質問にお答えいたします。臨時職員等非

正規雇用の職員に関するご質問ですけれど、臨時職員等につきましては、予算書の

中では賃金という名目で予算化されておりますけれど、その雇用人数等については

予算書等には明細は記載はありません。 

安冨委員ご質問されましたように、職員の削減に伴い臨時雇用職員がそれなりに

職員の補完をする意味で、増加してるんではないかというようなご質問、ご主旨も

あったと思いますけれど、確かに合併当初には職員が勧奨退職等にもよりまして、

職員が削減されてきたことにより、組織の編成はそのままにして、業務を遂行する

上ではやはり補完する意味で、臨時職員等の雇用が随時発生してきたわけですけれ

ど、その後も職員は暫時、先程ご説明いたしましたように職員数は削減させてきて

おります。 

今後もその計画でありますけれど、２３年度から２４年度に限って申しますと、

２２名の退職に対して、１３名の採用ということで、９名の削減図るわけですけれ

ど、これにつきましては、平成２３年度に国体開催されまして、国体推進課に配属

しておりました職員６名が、国体の終了とともに平成２４年度は通常の業務に戻る

ことが可能となりますし、そのほかは若干の組織の見直しを行って、職員でその業

務は充当できるというふうに考えておりますので、職員削減による臨時職員の増加

ということは考えていないという状況でございます。 

合併当初に比べて臨時職員が増えてる部門を特に申しますと、観光会計におきま

しては、正規職員であったものを委託職員に切り替えて、現在約３７名程度の委託

職員の雇用を行っているという状況で、職員数の削減を図っているという状況で

す。 

○副委員長（髙木法生君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 私は市のとっておられる手法が間違ってるとかいけないとか

言ってるわけではありません。人件費を削減するためには、ある程度そういうふう

なことは常識的に行われるだろうというふうなのはご理解できますし、ただですね

今私は人件費と言ったと思うんですが、その賃金も私は人件費だろうというふうに

思ってるんです。私たちがこの予算書で見る人件費だけを、市の人件費だというふ

うな認識ではやはりいかんのだろうなというふうに思いますし、何て言いますか、

賃金も含めてというか、臨時の方が何人ぐらいおられて、総体で先程言われた普通

会計と言いますか、３６２人に加えて臨時の職員が何人ぐらいおられますよという
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ふうな形でお示しをされるべきじゃないかなと、これはお願いに近いかもしれませ

ん。そういうことを思っております。 

それともう一つですね、今、特に観光課のこと言われて、増えてますよというふ

うなこと言われました。こういうことはあってはいけないんだろうというふうには

思うんですが、これも私は聞いたことですから、もしそういうことがないというこ

とであればお詫びをしなければならないかも知れませんけれども、職員の方が節度

があって、あるいは礼儀正しくて、臨時の方がそうじゃないと私は全てそんなこと

を思って言ってるわけじゃないんですが、一部にそういうふうなものが見られると

いうふうな意見が実はあります。臨時の方だから、臨時採用の方だから、そういう

ふうな公務員としての何て言いますか、姿勢にかけると言いますか、そういうふう

なことがあるとは思いませんけれども、そういうふうなことについての指導と言い

ますか、教育と言いますか、そういったことがきちんと出来てるのだろうかという

ふうなことを併せて最後にお聞きをいたします。 

○副委員長（髙木法生君） はい、波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） 安冨委員のご質問にお答えいたします。まず最初に臨

時職員の雇用の人数等についてですけれど、通常の職員と同様にフルタイムで勤務

している職員数が、平成２３年度の実績ですけれど１３７名、その内一般事務補助

として雇用しているものが、学校事務も含めますけれど２９名、それから技術資格

職を持っております保健師・保育士等の資格職の職員が２１名、それからそのほか

先程申しました観光の委託、それから学校給食の調理員の臨時職員等が合わせて８

７名おります。総計１３７名ということでございます。 

それからもう一つのご質問で、臨時職員等含めた職員の接遇の問題だと思います

けれど、職員それぞれ臨時職員含めまして、当然臨時職員も役所の組織の中に入り

ますれば、公務員という立場でございますので、特別職の公務員でございますの

で、職員と同様に市民に対するサービス、接遇は当然保持していただけなければい

かないということで、職員に対しても臨時職員に対しても同様の指導を行っており

ます。しかしながら、市民の方それぞれが受けられる職員の接遇の態度等につきま

して、いろいろとご意見あるということも伺っておりますので、今後更に接遇面に

つきまして、指導して行きたいというふうに考えております。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） ほかに質疑はございませんか。はい、南口委員。 

○委員（南口彰夫君） とりあえず執行部にお尋ねします。平成２４年度の予算概要

にしっかりきれいかきれいじゃないか別にして、カラーで刷られて、平成２４年度
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美祢市重点事業ということが大見出しになっているんですね。 

そこでちょっと私お尋ねをしたいんですが、ちょっと写真の写りが悪いか、見に

くいんでここに貼ってある写真なんですが、これだけを見たら美東の十文字原から

絵堂に抜ける高規格道路の開通式の写真が貼ってあると、いうて思うんですが、こ

の写真をここに貼ったということは平成２４年度美祢市重点事業ということで、こ

の高規格道路が美祢市２４年度、性格がしつこいからね。平成２４年度美祢市重点

事業のこの強いて言えば大きな役割を果たすと、若しくは重要な施策の一つの視点

になるのか、更にはこの高規格道路が今後美祢市の将来を担う大きな課題となるの

か、更には今後という繰り返してしつこく質問しても同じなので、何か特別の意味

があれば、まず最初にお答えを願いたいと思います。なければないで次の質問に移

りたいと思いますが。取りあえずそういうことです。 

○副委員長（髙木法生君） はい、奥田財政課長。 

○総務部財政課長（奥田源良君） 南口委員のご質問にお答えをいたします。重点事

業のこの一覧表と申しますか、Ａ４紙には四つの写真が掲載されております。それ

ぞれ各地区と言いますか、美祢地域・美東地域・秋芳地域の催し物と言いますか、

そういうものを掲載したところでございます。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、南口委員。 

○委員（南口彰夫君） そういうことであれば、それぞれの四つの写真で表現をした

と、秋吉台をメインで。ですから高規格道路の開通式が写真がここに来たのは全体

を含め、なおかつ平成２４年度の美祢市重点事業ということに、取り立てて何か深

い意味があるわけでもないと、深い意味はないわけですね。（発言する者あり）は

い、ではこの問題については、後日時間を取って再度質問をしたいと思います。 

それから大きな話をしたあとに、ささやかな質問をさせて頂きたいと思います。

予算書の１１７ページの８段目ぐらいに最近聞き慣れない言葉で活字で出ていたの

で、ここの特別職報酬審議会委員報酬ということで予算が組まれています。この改

めて新市になって、この予算のことについて取り立てて余り議論をしたこともない

ので、ふと忘れていましたので、忘れていたので、この特別報酬審議会委員報酬と

いうものが、どのような役割を果たす委員会の手当として支払われるのか。ですか

ら、この委員会というものがどのような審議会がどのような性格をもって、どのよ

うな果たす役割があるのか、一から細かく一つ説明を願いたいのと。二番目にです

ね、この委員会がおそらく合併した以後、この４年間どのような活動実績があるの

か、この点について出来れば年度ごと、更に２４年度ですから、この２４年度には
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どのような役割を引き続き果たして貰いたいという、そういった初歩的な意味、初

歩的な説明ですが、久しぶりにこの委員会の問題について若干議論をしてみたいな

と思いまして、説明の程よろしくお願いいたします。 

○副委員長（髙木法生君） はい、倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） 只今のご質問にお答えいたします。特別職報酬審議会

委員報酬についてでございますけど、こちらにつきましては特別職の報酬を改定を

必要とする場合にこの委員会を開き、その審議をして頂くものでございます。従い

まして、合併から本年度までこの改定をしておりませんので、審議会は開催をいた

しておりません。 

○副委員長（髙木法生君） はい、南口委員。 

○委員（南口彰夫君） もうちょっと優しく親切に丁寧にと言う訳じゃないですが、

特別職って言われてもよく分からない人もおるだろうと思うんですよね。先程安冨

委員もちょろっと触れられたんじゃないかと思うんですが、私たち議員も本来なら

人件費に含まれる性格のものじゃないかという気も、意見も、他の全国的市議会の

中でもありますし、うちの議会の中でも時々出て来るんですね。 

ところが少なくとも議員は特別職ということに入るだろうと思うんですね。それ

からもう少し親切に言うてもらえれば、そこにおって林副市長さんもおそらく特別

職じゃないかなと。それからきょうは他の公務で欠席されている市長さんも特別職

なんですね。それからそこへ部長が座っちょるけど、いつも教育長さんが座っちょ

るんじゃないかと思うけど、そこに座られちょる教育長、ほかに何か特別職ありま

すかいね。何かある。（発言する者あり）ないね。という方々の特別職の議員も含

めて、報酬審議会ですからその報酬が適切かどうかいう審議会を本来開かなければ

ならないと。ところがおそらく毎年年度、年度予算が組まれてるんですね。しかし

ながら、過去４年間委員会開いた実績がないと、こういうことですかね。（発言す

る者あり）２４年度の予算も組まれてるんですが、２４年度も強いてほんなら過去

振り返って４年間振り返って実績がなけんやったら、２４年度も予定はないという

ことになりますが、じゃ審議会を開く手続きはじゃどうなんですか。強いて言えば

審議員の皆さん集まって下さい。今から審議会をちょっとやって貰いたいので、３

階の会議室に来て、明日の１時から直ちに審議会開くようにと、私がここで言えば

審議員の人は皆集まって真面目にやって貰えるじゃろうか。その辺も含めてちょっ

と手続き的に審議会というものが、どういう手続きを踏んでどうすれば開かれる

と、どうせんにゃ開かれんとかいうことが分かれば若干説明して頂きたいなと思い
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ます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） 先程、特別職のお話がありましたけど、ちょっと認識

にこちらの説明に誤りがあったらいけませんので、予算書の３１４ページを見て頂

きたいんですけれど、こちらに給与費明細書というのがあります。上段の枠のほう

が特別職、中断以下が一般職というふうに分類してるわけですけれど、この特別職

の枠の中に本年度区分欄に長等というのがあります。これが職員数２名とあります

けれど、市長と副市長になります。それから議員数が現在実質改選前の人数であり

ますけれど２５名ということで４月が２５名対象になりますので、実数とすれば２

５ということで上げさせて貰っております。その他特別職ということで３，０００

人というふうに書いてありますけれど、各種審議会等の委員さん等も含めまして、

報酬条例の中に各種審議会、いろんな委員さんの名称条例のほうに挙げておりま

す。この方々が対象になっております。先程教育長のことも言われましたですけれ

ど、教育長は身分的には一般職ということですので、この特別職の中には入ってお

りません。 

それから本題の特別職報酬審議会の件ですけれど、これはその年その年の市長並

びに副市長の報酬そのものの額が情勢に適合してるかということを含めまして、そ

の報酬が大幅に過不足があるというような状況の時には、市長のほうから指示を頂

きまして、審議会を開催するという手続きに入りまして、そういう段になりまし

て、審議会の委員さんを選考して審議会を開催するという運びになろうかと思いま

す。 

○副委員長（髙木法生君） はい、南口委員。 

○委員（南口彰夫君） とりあえず復唱しますが、特別職の報酬審議会は合併して以

後、一度も開かれてないということなんですね。少なくとも職員の皆さん方の賃金

労働条件等については、毎年、毎年ですよ、議会に国の人事院勧告に基づきという

ことで、議案が毎年あがってくるんですいね。ですから国家公務員を中心に、公務

員の給与のそもそもの基準が、毎年適切であるかどうかが審議されて勧告がなされ

るんですね。それを受けて政府がこねいしたりあねいしたり、ですから報酬の審議

会ということも含めて、公務員の職員の皆さん方の給与労働条件が適切であるかど

うかということが毎年国においては審議され、それが地方自治体にまで美祢市にま

でおりてきて、それを受けて人件費が組まれたり、上げられたり、下げられたりと

いうことに、そういう機能が果たされているんですね。 



- 56 - 

ということから考えるならば、特別職報酬審議会の委員のメンバーの方々にも、

少なくとも今の特別職の報酬が適切なのかどうか、少なくとも予算が組んであるわ

けですから、毎年最低一度は開いて頂いて、議論していただくと。それでこの辺で

妥当だということが、回答が、今年も来年も去年も結果として一緒であるというこ

となら、まだ納得がいくところがあるだろうと思うんですね。 

ですから今後のことというよりも、この特別職報酬審議会を先程聞くと、貰って

る本人の市長トップが、俺の給料が今のままで良いか悪いか、高いか安いか、下げ

たんがいいか上げたんがいいか、ちょっと審議してみてくれんか、いう気になった

ら初めて開かれると。私が言うても開かれないということでしょうね。そういうこ

となら。私の報酬が高いか安いか、この際下げてもいいか上げたほうがいいのかと

いうことを議論してくれと私が言っても駄目だけど、市長が言ったら開かれると。

しかし市長が言わなければ開かれないと。こういうのはですね、もしそれが本当な

ら私は村田市長の本意じゃないと思いますよ。そんな村田市長が、よそのどっかの

市長が言われるように、独裁的でじゃね非常に傲慢なワンマンな市長には全く一見

見えるけど、そういう雰囲気が、だけど性格的には絶対そうではないと思うんです

ね。 

ですから、適切な報酬なのかどうなのかを、きちんと予算を組まれているわけで

すから、毎年きちんと開いていただいて、その意見を毎年頂くということの対応

は、そこにおるスタッフだけでは判断つかなければ、またこの点については後日取

り扱っていただいてもよろしいですけど、いかがですか。 

○副委員長（髙木法生君） はい、波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） 南口委員言われるとおり、審議会を開催をして、その

回答が前年度同様に増減なしという回答があって、そういう報酬額が決定される課

程があってしかるべきというふうに考えておりますので、そういう方向で対応して

いきたいというふうに思います。 

○副委員長（髙木法生君） 南口委員よろしいですか。ほかにございませんか。ほか

に質疑はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（髙木法生君） それではこの際、暫時３時３５分まで休憩いたします。 

午後３時２３分休憩 

  

    午後３時３６分再開 
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○副委員長（髙木法生君） 休憩前に続き会議を開きます。それでは次に民生費を議

題といたします。田邉委員。 

○委員（田邉諄祐君） ２、３質問させていただきます。（発言する者あり） 

○副委員長（髙木法生君） 総務費に質疑はございませんか。はい、田邉委員。 

○委員（田邉諄祐君） 大岩郷の施設のこれもですかね。（発言する者あり）あとか

ね分かりました。 

○副委員長（髙木法生君） それでは総務費について、ほかに質疑はございません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（髙木法生君） それでは質疑を終わります。次に民生費を議題といたし

ます。執行部より説明を求めます。はい、佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） それでは、民生費につきましてご説明

いたします。おそれいりますが、予算に関する説明書１５０、１５１ページをお開

きください。また、予算の概要の３３ページからも併せてご覧ください。３款民生

費・１項社会福祉費・目１社会福祉総務費であります。社会福祉総務費は、２３年

度と比較して、２，３９３万７，０００円減額し、２億２，０３０万１，０００円

計上しております。 

主要事業につきまして、ご説明いたします。次の１５２、１５３ページをお開き

ください。まず説明欄００２社会福祉総務経費でありますが、主なものといたしま

して、社会福祉協議会運営費補助金７，０４７万９，０００円計上しております。

これは、社会福祉協議会職員の人件費、チャイルドシート貸与事業及び施設の運営

費でございます。特定財源として、地方債６，９００万円を計上しております。 

次に、説明欄００５民生児童委員活動事業でありますが、民生児童委員調査活動

委託料といたしまして、１，０４７万３，０００円計上しております。これは、市

内１０６人の民生委員、児童委員の訪問・調査等活動事業の委託料であります。特

定財源として、県費補助金６１６万９，０００円計上しております。 

次の１５４、１５５ページをお開きください。説明欄００６住宅手当緊急特別措

置事業といたしまして、７０万円計上しております。これは、離職者で就労意欲が

あるが、住宅を喪失している方を支援する事業で、複数世帯２名分を計上いたしま

した。本体の扶助費としては、６６万６，０００円計上しております。特定財源と

して、１０割の県補助金７０万円を計上しております。 

次に、説明欄００７地域見守りネットワーク整備強化事業といたしまして、５２
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万７，０００円計上しております。これは、住みなれた地域で安心して生活を送る

ことのできる地域社会をつくるため、地域の実情に応じた支え合い体制及び要援護

者の見守り体制の支援を目的に、平成２３年度に整備いたしましたシステムの保守

料などであります。 

続きまして、目２障害者福祉費でありますが、２３年度と比較し、２，２６５万

５，０００円増額し、６億２，８２６万１，０００円計上しております。説明欄０

０１障害者福祉経費であります。中ほどの相談支援事業委託料として、４４４万

８，０００円計上しております。これは、障害者や障害児の相談支援業務を行って

おります総合相談支援センターへの委託料であります。 

次に、障害者協会・家族会等補助金として、４０万４，０００円計上しておりま

す。内訳として、身体障害者福祉協会補助金３１万７，０００円、手をつなぐ育成

会補助金８万７，０００円を計上いたしております。 

次に、知的障害者更生施設等建設費補助金として、２件分９０万円計上しており

ます。内訳として、知的障害者更生施設建設費補助金５０万円と知的障害者授産施

設建設事業費補助金４０万円であります。 

次に、福祉タクシー助成事業扶助といたしまして、５４７万円計上しておりま

す。これは、身体障害者手帳の１級から３級及び療育手帳所持者を対象に、経済的

負担の軽減のため、タクシー利用料の一部を助成するものです。 

次の１５６、１５７ページをお開きください。説明欄の一番上ですが、業務委託

料として、２０２万３，０００円計上しております。これは、障害者基本法に基づ

き福祉を含む幅広い分野の障害者施策に関する基本的な考え方や方向性を定める障

害者計画の策定にかかる委託料であります。 

次に上から３行目、指定管理委託料として、１，２４８万３，０００円計上して

おります。内訳は、地域活動支援センターひので分として、６４８万３，０００

円、同じく地域活動支援センターあじさい分として、６００万円であります。特定

財源として、国庫補助金３００万円、県補助金１５０万円を計上しております。 

次に、自立支援医療費扶助といたしまして、２，８８０万円計上しております。

これは、人工透析、心臓手術、人工関節置換手術など更生医療に対する扶助であり

ます。特定財源として、国庫負担金２分の１の１，４４０万円、県負担金４分の１

の７２０万円計上しております。 

次に、補装具給付扶助といたしまして、７１０万円計上しております。これは、

障害者・障害児に対する補装具、車いす及び補聴器などの交付・修理であります。



- 59 - 

特定財源として、国庫負担金２分の１の３５５万円、県負担金４分の１の１７７万

５，０００円計上しております。 

次に、日常生活用具給付扶助といたしまして、６７８万円計上しております。こ

れは、障害者・障害児が在宅で生活するために必要な歩行支援用具、入浴補助用

具、ストマ、紙おむつ等日常生活用具の給付事業であります。特定財源として、国

庫補助金２分の１の３３９万円、県補助金４分の１の１６９万５，０００円計上し

ております。 

次に、介護訓練等扶助として、５億３，２６１万２，０００円計上しておりま

す。これは、障害者自立支援法に基づく介護給付・訓練等給付事業であります。主

な給付といたしましては、生活介護、施設入所支援、就労継続支援など１７扶助を

準備しております。特定財源として、国庫負担金２分の１の２億６，６３０万６，

０００円、県費負担金４分の１の１億３，３１５万３，０００円計上しておりま

す。 

次に、日中一時支援扶助として、２３９万８，０００円計上しております。これ

は、宿泊を伴わない障害者・障害児の日中預かり事業であります。特定財源とし

て、国庫補助金２分の１の１１９万９，０００円、県補助金４分の１の５９万９，

０００円計上しております。 

次に、説明欄００３特別障害者手当等給付事業であります。その内の、特別障害

者手当として、７２７万円計上しております。この手当は、常時特別の介護を必要

とする満２０歳以上の在宅の障害者へ給付します。特定財源として、国庫負担金４

分の３の５４５万２，０００円計上しております。 

次に、障害児福祉手当として、４２９万９，０００円計上しております。この手

当は、常時特別の介護を必要とする満２０歳未満の在宅の障害児へ給付します。特

定財源として、国庫負担金４分の３の３２２万４，０００円計上しております。 

○副委員長（髙木法生君） 白井高齢福祉課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） 続きまして、第３目老人福祉費について

ご説明申し上げます。ページは同ページでございます。老人福祉費の当初予算額

は、３億２，１４０万６，０００円で、前年度と比較して、３，７７６万円の減で

ございます。まず説明欄の００１老人福祉経費についてでございます。これは前年

度と比較して、３，１９３万１，０００円減の４億６，００３万８，０００円を計

上してございます。この減となりました要因といたしましては、介護保険事業特別

会計繰出金３，１１８万円の減が主なものでございます。 
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主要事業につきましては、予算の概要３６ページのほうご覧いただけたらと思い

ます。まず緊急通報装置整備事業でございます。これは、日常生活上注意を要する

高齢者の住み慣れた地域での自立支援を支援する事業で、センター方式につきまし

て、１００名程度、転送方式については１５０名程度が利用されておるところでご

ざいます。事業費４１２万円の内訳として、センター方式によります委託料３７７

万８，０００円が主なものでございます。こちらの計上してございます特別財源と

いたしまして、１３３万４，０００円計上してございますけれども、これはセンタ

ー方式の利用者からの負担金でございます。 

続きまして、その下の老人日常生活用具給付事業につきまして、これは認知症等

で火の管理が困難な高齢者等に対して、電磁調理器や火災警報器を給付する事業

で、事業費として、７万７，０００円を計上してございます。 

続きまして、その下の在日外国人等高齢者福祉給付金につきまして、無年金在日

外国人高齢者に対して月額１万円を支給する事業でございます。対象者の転出等に

より、前年度より２４万円減額の６０万円を計上しております。 

続きまして、社会福祉法人利用者負担軽額減免措置事業につきましては、社会福

祉法人を利用する低所得者の負担軽減のため、利用料の一部を負担する事業でござ

います。事業費として、１００万円計上してございます。特定財源といたしまして

は、事業費の４分の３に当たる７５万円が県からの支出金でございます。 

続きまして、介護保険事業特別会計繰出金につきましては、４億５，２６３万

７，０００円を計上してございます。 

おそれいりますが、続きまして、予算書の１５８、１５９ページ、併せまして、

予算の概要３７ページをお開き願います。予算書の１５９ページ、００２老人保護

措置経費についてでございます。老人保護措置経費につきましては、前年度と比較

して、４８９万１，０００円減の２，５６５万２，０００円を計上してございま

す。ここで、予算の概要３７ページの一番上でございますけれども、この事業につ

きましては、市外の養護老人ホームに入所する高齢者の措置を行うものでございま

すけれども、１１名の措置を組み込みまして、予算を計上してるところでございま

す。内容としましては、老人保護措置委託料、これが主なものでございます。特定

財源の４７１万７，０００円につきましては、入所者からの負担金でございまし

て、所得区分に応じて決定されるところでございます。 

続きまして、予算書１５９ページの００３生きがい対策事業につきましてでござ

いますが、前年度と比較いたしまして、４０万７，０００円増の３，４１１万４，
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０００円を計上してございます。 

主要事業につきましては、予算の概要３７ページでございます。まず敬老会行事

開催事業につきましては、毎年、各地域において実施されている敬老会の開催に係

る経費を支出しております。新年度におきましては、会場が１箇所増えたこと、対

象となる７５歳以上の高齢者数の増を見込んで、前年度と比較して、３０万７，０

００円増の１，１３３万８，０００円を計上しております。特定財源の１１万２，

０００円につきましては、地域福祉基金利子を充てることとしております。 

続きまして、敬老祝金支給事業につきまして、人生の節目の年齢を迎えた高齢者

に祝い金を支給する事業でございます。前年度と比較いたしまして、８４万９，０

００円増の１，５２５万円を計上してございます。次の生きがい活動支援通所事業

につきましては、これは家に閉じこもりがちな高齢者等にデイサービスを提供する

事業でございます。前年度と比較して、２４万円減の５０４万円を計上してござい

ます。特定財源の７５万６，０００円につきましては、利用者からの負担金でござ

います。 

次の老人育成クラブ育成事業につきましては、これは単位老人クラブ及び老人ク

ラブ連合会の活動に対する補助でございます。会員数並びにクラブ数がそれぞれ減

少傾向にあることから、前年度と比較して、２８万８，０００円減の２３０万６，

０００円を計上してございます。特定財源の９３万２，０００円につきましては、

県からの育成事業補助金でございます。 

続きまして、予算書１５９ページの００４施設整備費補助事業につきまして、こ

れは前年度と比較して、３０万円減の１６０万円を計上してございます。詳細につ

きましては、予算概要３７ページでございますけれども、これは、社会福祉法人が

行う施設整備に対する補助でございます。本年度は３施設分について予算措置計上

してございます。昨年度で１施設分の債務負担が終了いたしたということから、前

年度と比べて、３０万円減額となったものでございます。特定財源の５万５，００

０円につきましては、県からの借入金利息補助でございます。 

○副委員長（髙木法生君） 佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） それでは続きまして、目４福祉医療助

成事業費であります。平成２３年度と比較し、１，２３４万３，０００円増額し、

２億５，４０５万５，０００円計上しております。 

説明欄００１福祉医療助成事業費であります。まず重度心身障害者分の扶助費と

して、１億９，８６６万１，０００円計上しております。これは、身体障害者手帳
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１級から３級及び療育手帳Ａ所持者等が該当いたします。特定財源として、県補助

金を補助基準額の２分の１の６，９４９万３，０００円、高額医療費返還金４，８

３４万１，０００円を計上しております。 

次に、乳幼児分の扶助費として、３，９８８万円計上しております。これは、小

学校就学前の乳幼児を対象とし、所得制限があります。但し、３歳未満児について

は所得制限を撤廃し、単独市費で補填しております。特定財源として、県補助金を

補助基準額の２分の１の１，４７５万円計上しております。 

次に、ひとり親家庭分の扶助費として、１，０６７万４，０００円計上しており

ます。これは、１８歳に達する以降最初の３月３１日までの児童を養育するひとり

親家庭の父・母及びその児童を対象としています。特定財源として、県補助金を補

助基準額の２分の１の３７０万９，０００円計上しております。 

○副委員長（髙木法生君） はい、白井高齢福祉課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） 続きまして、第５目共楽荘費についてご

説明を申し上げます。ページは同ページでございます。共楽荘費につきましては、

前年度に比較して、１４９万１，０００円減の１億３３２万４，０００円を計上し

てございます。 

共楽荘につきましては、ご承知のこととは存じますが、居宅において環境上の理

由及び経済的理由により養護を受けることが困難なものを入所させて、養護すると

ともに、そのものが自立した日常生活を営み、社会的活動に参加するために必要な

指導及び訓練、その他の援助を行う養護老人ホームでございます。 

ここで予算概要の３８ページのほうお開き願えたらと思います。こちらのほうで

特定財源として、２，５１１万５，０００円を計上してございます。これは共楽荘

への入所者の負担分でございまして、入所者の所得区分により決定されてるもので

ございます。 

○副委員長（髙木法生君） 佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） それでは続きまして、１６２、１６３

ページをお開き下さい。一番下のほうになりますが、目７人権対策費であります。

平成２３年度と比較して、５万７，０００円増額し、５８万８，０００円計上して

おります。これは、人権に関する啓発、推進にかかる事務費であります。特定財源

として、県委託金２０万４，０００円、援護資金償還金６万円を計上しておりま

す。 

○副委員長（髙木法生君） 白井高齢福祉課長。 
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○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） 続きまして、第８目老人福祉施設費につ

いてご説明申し上げます。予算書の１６４、１６５ページでございます。老人福祉

施設費につきましては、高齢者コミュニティセンターが本年３月３１日をもちまし

て廃止されることから、前年度と比較して、８３万円減の２，１５６万４，０００

円を計上してございます。 

事業ごとの経費につきましては、１６５ページの説明欄でございますけれども、

まず００１老人憩いの家管理経費につきましては、厚保、豊田前、嘉万この３箇所

に設置されております老人憩いの家の管理経費でございます。前年度と比較いたし

まして、１７万１，０００円増の４１８万５，０００円を計上してございます。 

次の００２カルストの湯管理経費につきましては、予算の概要３８ページ、一番

下でございますけれどもご覧いただければと思います。これは、秋芳町岩永地区に

設置されておりますカルストの湯の管理のために要する経費でございます。昨年度

と比較して、２２万４，０００円増の６３７万９，０００円を計上してございま

す。特別財源として、３３４万９，０００円計上してございますけれども、これ

は、入浴施設使用料並びに温泉水販売手数料等でございます。 

続きまして、予算書の１６７ページ、一番上のほうでございますけれども、００

３秋楽園組合運営事業についてご説明申し上げます。これは、山口市秋穂に設置を

されて、山口市と共同運営する養護老人ホームに対する経費でございます。前年度

と比較をして、２４万２，０００円減の１，１００万円を計上してございます。内

訳といたしまして、平成２４年度の管理運営にかかる経費が７０３万９，０００

円、建設にかかる経費につきましては、３９６万１，０００円を計上しておるとこ

ろでございます。 

○副委員長（髙木法生君） 佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） それでは続きまして、１６６、１６７

ページをお開き下さい。３款民生費・２項児童福祉費・目１児童福祉総務費であり

ます。目1児童福祉総務費は、平成２３年度と比較して、１億１，９２０万２，０

００円増額して、１億９，４９１万１，０００円計上しております。 

説明欄００１児童福祉総務経費であります。中ほどですが、幼児保育振興費補助

として、３８１万９，０００円計上しております。これは、私立の４保育園の人件

費補助であります。 

次の１６８、１６９ページをお開きください。説明欄００４児童クラブ運営事業

でありますが、児童クラブ運営事業経費として、３，１３５万１，０００円計上し
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ております。指定管理委託料として、４８０万円計上しておりますが、これは伊佐

児童クラブ指定管理委託料であります。 

次に、児童クラブ運営委託料として、２，６５４万４，０００円計上しておりま

すが、これは、市内の８児童クラブ、吉則、美祢幼稚園、秋吉児童クラブ、美東児

童クラブ、於福児童クラブ、本郷児童クラブ、厚保児童クラブ、豊田前児童クラブ

に係る委託料であります。以上の児童クラブ運営費にかかる特定財源として、県補

助金１，０４７万５，０００円、保育料２９７万２，０００円を計上しておりま

す。 

説明欄００７延長保育事業であります。延長保育事業補助金として、１，６９２

万９，０００円計上しております。これは、市内私立保育園３園で、１日１１時間

以上開園する保育園に補助するものです。特定財源として、県補助金３分の２の

１，１２８万６，０００円計上しております。 

説明欄００８地域子育て支援拠点事業であります。子育て支援センター事業委託

料として、４３５万５，０００円計上しております。これは、民間の子育て支援セ

ンターである吉則保育園、きららクラブへの業務委託料であります。特定財源とし

て、国庫補助金１１８万９，０００円計上しております。 

次に、説明欄０１０ことばの教室運営事業であります。ことばの教室業務委託料

として、４３９万８，０００円計上しております。これは、美祢市社会福祉協議会

に委託しておりまして、言語障害、情緒障害など比較的軽度の障害から注意欠陥多

動性障害、高機能自閉症、アスペルガー症候群などの発達障害のある児童が、家庭

や社会で自立しコミュニケーションがとれるよう支援を行う事業であります。 

説明欄０１１ファミリーサポートセンター運営事業であります。ファミリーサポ

ートセンター運営事業委託料として、２６４万２，０００円計上しております。こ

れは、社会福祉協議会に委託しておりまして、仕事と子育ての両立を目的に平成２

１年９月に発足しており、現在の会員数は、依頼会員１８３名、協力会員６７名、

両方会員４５名でありまして、依頼件数は送迎が多く、今日までの活動件数は７６

件を数えております。特定財源として、国庫補助金１７５万１，０００円計上して

おります。 

説明欄０１２デイケア推進事業であります。デイケア推進事業委託料として、５

３４万６，０００円計上しております。この事業は、心身障害児に対して日常生活

における基本動作など障害の実情に応じた療育訓練を実施いたします。現在、登録

者数は１４名を数えております。 
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説明欄０１３私立保育園施設整備事業であります。私立保育園施設整備事業補助

金として、１億１，９１８万５，０００円計上しております。この事業は、園児た

ちが安全・安心して生活できるよう、老朽化した吉則保育園の園舎改修工事補助で

あります。特定財源として、県補助金１０分の５．５の８，０８７万１，０００

円、地方債３，６７０万円を計上しております。 

続きまして、目２児童措置費でありますが、総額は平成２３年度と比較して、

９，７３７万円減額し、５億７，７４３万２，０００円計上しております。 

まず説明欄００１一時預かり事業であります。一時預かり事業委託料として、１

８０万円計上しております。これは、市内の私立保育園で一時預かり事業を実施す

る保育園に補助しております。特定財源として、国庫補助金９６万１，０００円計

上しております。 

次の００２私立保育園保育委託事業であります。私立保育園保育委託料として、

２億９６６万９，０００円計上しております。これは、市内私立保育園４園に対し

て、毎月の入所児童数に対し国の基準で定められた運営費を支払うものでありま

す。特定財源として、国庫負担金７，００５万２，０００円、県負担金３，５９９

万４，０００円、負担金、保育料５，０９４万１，０００円計上しております。 

次に、００４広域保育事業であります。広域保育委託料として、９１８万９，０

００円計上しております。この事業は、市外の保育園に管外保育委託を行った場合

に支払う運営費であります。特定財源として、国庫負担金３００万８，０００円、

県負担金１５４万４，０００円、負担金、保育料２５６万３，０００円を計上して

おります。 

次の００５子ども手当支給事業であります。子ども手当として、３億５，４９８

万円計上しております。この事業は、次世代の社会を担う子ども一人ひとりの育ち

を応援する観点から、３歳未満児と小学生までの第３子以降が月額１万５，０００

円、３歳児から小学生の第２子までと中学生は月額１万円が児童を養育する者を対

象に手当が支給されるものです。特定財源として、国庫負担金２億６，７４７万

８，０００円、県負担金４，３７４万８，０００円計上しております。 

次に、００６児童福祉手当給付事業であります。児童福祉手当といたしまして、

１６８万円計上しております。精神または身体に障害を有する児童の保護者に支給

する事業であります。現在該当者が７０名おられます。 

続きまして、目３母子福祉費でありますが、総額で平成２３年度と比較して、４

５０万３，０００円減額し、８億９，６５４万９，０００円計上しております。説
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明欄００１母子福祉経費であります。まず自立支援教育訓練給付として、１０万円

計上しております。これは、就職やキャリアアップのために、あらかじめ指定され

ている教育訓練講座の受講に要した経費の２０％、限度額は１０万円であります

が、これを給付する事業です。特定財源として、国庫補助金４分の３の７万５，０

００円計上しております。 

次の高等技能訓練促進費として、２８９万２，０００円計上しております。これ

は、看護師や介護福祉士などの資格取得のため２年以上の養成機関において一定の

カリキュラムを修業し、対象資格の取得が見込まれる場合に支給されます。特定財

源として、国庫補助金６５万８，０００円、県補助金１５１万１，０００円計上し

ております。 

次に、説明欄００２児童扶養手当給付事業であります。児童扶養手当といたしま

して、８，１８６万１，０００円計上しております。これは、１８歳の年度末まで

の児童を監護するひとり親家庭の母若しくは父、または父母にかわってその児童を

養育している者に手当てを支給するものでございます。特定財源として、国庫負担

金３分の１の２，７２８万６，０００円計上しております。 

次の目４児童福祉施設費でありますが、平成２３年度と比較して、１，３２４万

８，０００円増額し、３億８，６７１万２，０００円計上しております。説明欄０

０２公立保育園運営経費といたしまして、１億７，４００万２，０００円計上して

おります。市内公立保育園１０園の運営経費であります。特定財源として、国庫補

助金６７２万７，０００円、県補助金１１２万７，０００円、負担金、保育料とし

て、６，５７０万７，０００円、その他雑入８２７万７，０００円を計上しており

ます。 

次の１７２、１７３ページをお開きください。説明欄００４子育て支援事業とい

たしまして、２１５万３，０００円計上しております。これは、美東・秋芳２箇所

の子育て支援センター運営経費であります。 

次に、３款民生費・３項生活保護費・目１生活保護総務費といたしまして、平成

２３年度と比較して、３７万８，０００円増額の２，１０１万１，０００円計上し

ております。特定財源として、国庫補助金１０２万６，０００円、県委託金２７万

７，０００円計上しております。 

説明欄００２生活保護総務経費のうち、機器保守委託料として、１５０万９，０

００円計上しております。内訳は、生活保護システム保守業務委託料１１８万５，

０００円、レセプト管理システム保守業務委託料３２万４，０００円であります。 
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次の１７６、１７７ページをお開きください。説明欄００３生活保護適正化実施

推進事業といたしまして、１０２万９，０００円計上しております。この事業は、

生活保護の適正運営を確保するため、レセプト点検業務や職員の能力向上のための

研修会等を行うものです。特定財源として、国庫補助金１０２万６，０００円計上

しております。 

次に、目２扶助費といたしまして、平成２３年度と比較して、５，９２５万２，

０００円減額の２億８，７９５万５，０００円計上しております。説明欄００１生

活保護扶助経費の主な扶助といたしましては、生活扶助７，２０１万９，０００

円、住宅扶助１，３２７万８，０００円、医療扶助１億７，７４７万７，０００円

であります。なお、平成２３年１１月末現在１２１世帯、１５０人に扶助を行って

おります。特定財源として、国庫負担金２億１，５９６万６，０００円、県費負担

金４７９万１，０００円計上しております。 

次に、３款民生費・４項災害救助費・目１災害救助費といたしましては、平成２

３年度当初予算と同額の２０万円を計上しております。以上で民生費の新年度予算

に関する説明を終わります。 

○副委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います質疑はご

ざいませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねします。介護訓練等扶助なんですが、これは扶助のメ

ニューが１７事業あると言われました。この事業を受けられるその範囲とかいうの

はあるのでしょうか。 

とそれとそれからですね、敬老会の開催委託料なんですが、昨年より１０万円増

えてるので、良かったと思ったんですが、実際は内容的に増えたのではなくて、会

が１個増えたのと高齢者の７５歳の方が増えたということで、この増額があったと

いう説明でしたが、敬老会で本当に世話をしていらっしゃる方が経費が足らなく

て、本当に困っておられるのを目の当たりにしています。本当に自腹を切られたり

と言うか、何か本当にどうしたらいいか本当に苦慮しておられます。こういった面

で増額は出来ないのかお尋ねします。 

それと老人クラブの連合会の補助金が減額ですけど、会が減ったと言われました

が、減額になってますけど、老人クラブの方がちょっとこぼしておられたんですけ

ど、補助金が少ないから活動ができんわとかって言っておられたのを聞いてます

が、これは減額でも良いのでしょうか。お尋ねします。 

○副委員長（髙木法生君） 白井高齢福祉課長。 
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○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） 只今の三好委員のご質問にお答えいたし

たいと思います。全体三つほどご質問があったかと思いますけれども、私のほうか

らは敬老会の件と、それから老人クラブ育成事業についてのお話をさせていただけ

ればと思うんですけれども、まず敬老会の負担金につきましては、１箇所あるいは

会場数が増えたことと、７５歳以上の高齢者の増を見込んでの増額ということで、

残念ながら単価が増えたわけではないんですけれども、これは美祢市統一したやり

方で行ってる訳でありまして、今、参加費につきましては一人４，０００円という

金額でご提供させて頂いてるわけですけれども、実際その金額で上手に運営してい

らっしゃる団体もありますので、年に２回、３回と市内のそういった主催される方

を一堂に会して、その辺の知恵を出し合いながら、どうにかうまく運営していただ

くようにお願いはいたしたいと思いますけれども、そういった先進地と言います

か、しっかりとやってらっしゃる団体をまねていただければというふうに思います

ので、情報交換等は今後も必要になって参ろうかと思いますので、そういった部分

につきましては、十分に対応させて頂ければというふうに思います。 

それから三点目の老人クラブ育成会への減額ということでございますけれども、

高齢者の数は増えてはおりますけれども、会員数というものが減っております。あ

るいはこれまで存続しておられたそういったクラブも会員数が減ってくるというこ

とで、中には統廃合というところもございましたので、そういったどうしても補助

金につきましては、会員数あるいはクラブ数と、そういったものが対象になります

ことから、その実質の数によっての補助金のお支払いということについては、これ

は今までどおりということでご理解いただけたらと思います。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） 三好委員の質問にお答えいたします。

介護訓練等給付事業につきましては、対象者は障害者の方であれば誰でも給付でき

ることになっております。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） よろしいですか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 障害手帳がなくてもＯＫということですか。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） 障害者手帳は持っておられないといけ

ないと思います。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） まず二点お尋ねしたいと思います。生活保護費の扶助費であ
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ります。１７６ページですけど、この中で現在美祢市で生活扶助受けておられる

方、美祢市は皆さんご承知のように１３市ありまして、一世帯における所得という

のは３００万円前後ということで、非常になかなか大変な状況であります。そうい

った中にあって、こういった生活困窮の中にあって、どうしても受けざるを得ない

という形に最後のセフティーネットとして、こういった法律がちゃんとあるわけで

ありますけれども、まずは美祢市はですね、他市と比較してこの扶助費を受けてい

るというのは、他市に比べて現状はどうなのか、まずこの辺からちょっとお尋ねし

たいと思います。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） 他市とのちょっと比較についてです

が、今資料がございません。はっきりしたお答えが出来ません。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） この辺のことについてちょっとですね資料等もありません

し、今後しっかりと私たちも理解しておくことが大事と思いますので、他市と比較

した人数、そして率ですね。この辺が分かるような一覧表があれば良いかなと思っ

ております。 

それでですね、他市に比べて美祢市は扶助費を受けられている方が非常に多いと

いうことちょっと耳にしたんですけど、それが本当かどうか私は確認していないか

ら分かりませんけれども、受けられる方で、特になかなか６０歳以上なってからと

いうのは、非常に再就職というのは難しいところが出て来るんじゃないかと思って

おります。それで受けられた方で４０代から５０代、こういった方に関して扶助費

を受けられている方に対しては、まだまだ就職、再就職して仕事をしっかりと、行

政としても何らかの形でしっかりとついていくように、生活扶助を受けなくても自

らの自力で再生していくような行政としての取り組みと言いますか、再生復活プロ

ジェクトと言うかそういったものがあるかどうか、そしてまた喫緊に４０代から５

０代でそういった人が生活扶助から切り抜けて、そして現在仕事について生活扶助

を受けなくてすんだと。そういった例とか、何かありましたらお話しして頂きたい

と思ってます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） 美祢市におきましては、障害者、高齢

者等の方が生活保護費の受給者の８割程度を占められておりまして、仕事が出来な

い方ですね、この方達は。そういった方がだいたい８割程度おられます。その内一
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人親の世帯がこれもまた８割ぐらいが一人の家庭でございます。そういったこと

で、４０代から５０代の今就労に対してはケースワーカー等通しまして、助言等い

たしまして指導はしている状態でございます。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 実際生活扶助受けられてる方の８割程度が実際障害者とか。

非常になかなか再生プロジェクトにはならないなという厳しいもんがあるなという

ことを改めてちょっと知りました。 

それでしっかりと今４０代、５０代その辺についての方の、こういった年代の方

を更にしっかりと私は復活していくようなプロジェクトいうのも、ケースワーカー

さんでされるということでありましたので、そこのところ今後実際具体的にどうい

った例があったかということも、いずれまたいつか質問していきたいとは思ってお

りますので、どうかその辺の他市にかなり再生プロジェクトとして進んだような例

もありますので、今後そういったところ、しっかりとまた別途説明して頂ければ嬉

しいかなと思っております。 

それともう一点、児童クラブなんですけど、これに関してはですね、現在説明が

あったとおりの運営委託をしているところ等ありまして、３９ページですか、児童

クラブ学童保育の運営事業費ということでありますけれども、これだけのクラブ、

実際これ以外に今地域で児童クラブどうしてももって貰いたい、予算の関係もあっ

てなかなか拡充することが難しい、いうことでそこのところもしこの地域からかな

り外れた方の対象となる方は、こういったところに実際行かれて、そして児童クラ

ブに入ってるんかどうか、その辺とあと児童クラブでのきちっと図書等も管理は出

来てるかどうか、この辺についてお尋ねしたいと思います。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（佐々木彰宣君） 只今の児童クラブの件につきまして、

お答えいたします。児童クラブの設置につきましては、若干ではありますけど、要

望等はあがってきております。ただ今現在設置しております児童クラブに、校区外

の方が行かれてるという事例はそれほどたくさんはありません。それで、今要望が

出てるところも、児童クラブが設置されてないところなんですけど、児童クラブを

設置したいということでありますが、なかなか場所が確保できないという問題点が

あります。そういったところをクリアできれば、どうにか設置は出来るんではなか

ろうかと思ってはおりますが、これについては今後また検討していきたいと考えて

おります。 
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○副委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め質疑を終わります。続きまして、衛生費

を議題といたします。執行部より説明を求めます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、原川健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（原川清史君） それでは衛生費の説明に入らさせて頂き

ます。予算書のページにいたしまして、１７６から１７７、１７８、１７９までご

覧いただければと思います。それから主要事業説明書につきましては、４２ページ

をご覧いただければと思います。 

４款衛生費・１項保健衛生費・目１保健衛生費総務費でございます。２３年度と

比べまして、２，１０５万円のマイナス減で、１億５，２７３万９，０００円の予

算でございます。それでは、００２の保健衛生総務費の中の食生活改善推進事業委

託料に２３０万程ございます。これについて説明いたします。これは人が生活して

いく上で最も基本的な事例でございます食につきまして、食生活を改善を推進する

ことにより、市民の健康及び体力の保持増進を図るための事業を美祢市食生活推進

協議会に委託しており、その委託料でございます。この協議会の活動といたしまし

ては、市民の健康づくり関係事業への協力及び支援また地域における親と子の料理

教室、男性料理教室、高齢者料理教室等の食生活改善活動講習会を開催をしてると

ころでございます。 

○副委員長（髙木法生君） 佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） 続きまして、予算書の１７８ページ、

１７９ページ、それから予算の概要４３ページでご覧下さいませ。説明欄００２の

中でございますが、未給水地区飲料水水源確保事業補助金として、１８０万円を計

上しております。これは未給水地区のボーリング経費に対する補助でございます。

１件３０万円を上限として、６件を予定しております。全額一般財源により実施を

いたします。 

○副委員長（髙木法生君） 原川健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（原川清史君） それでは続きまして、説明欄の００３緊

急医療経費の中の一次救急医療委託料６９６万３，０００円でございます。主要事

業説明書は４３ページとなっております。これは入院を伴わない初期救急の医療

で、美祢市医師会、美祢郡医師会に対する在宅当番医事業業務の委託料でございま

す。日曜日、祝日が当番日で、美祢市医師会では９医療機関、美祢郡医師会では５
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医療機関に委託をいたしております。委託の内訳として、美祢市医師会３７６万

５，０００円、美祢郡医師会３１９万８，０００円、計６９６万３，０００円を計

上しております。全額一般財源でございます。 

次に、二次救急医療運営費負担金４４２万５，０００円でございます。これは二

次救急医療運営負担金と一段下にございます二次救急医療設備設置事業負担金の合

計額でございます。これは入院や手術を要する症例に対する医療であり、美祢地域

が所属する宇部、山陽小野田、美祢広域救急医療圏と美東・秋芳地域が所属する山

口地域救急医療圏の指定医療機関が引き受けております。指定医療機関は順番で、

土曜、日曜、祝日、夜間の救急患者を受け入れており、関係市が負担する事業費は

それぞれの市、地域の人口割りで負担しております。美祢市では宇部・小野田地域

では１９３万１，０００円、山口地域では２１２万円でございます。また二次救急

医療施設費設置事業負担金３７万４，０００円、計４４２万５，０００円を計上し

ております。全額一般財源でございます。 

続きまして、説明欄００４地域医療推進協議会経費１６９万６，０００円でござ

います。これは勤務医、勤務医師、看護師不足が深刻な地域医療の現状と地域医療

体制を維持し支えていく施策の協議のため、平成２２年度に美祢市地域医療推進協

議会を設置しております。平成２２年度と平成２３年度と協議会を開催し、美祢市

の地域医療を支え育てる条例の協議、美祢市の地域医療を支え育てる基本計画及び

アクションプランの案の策定等の協議を行い、９月定例議会におきまして、美祢市

の地域医療支え育てる条例を可決いただきました。平成２４年度より美祢市の地域

医療を支えるため美祢市の地域医療を支える条例及び美祢市の地域医療を支え育て

る基本計画及びアクションプランに基づき、保険証、お薬手帳等纏めて入れる美祢

市なんでもファイル、仮称でございます、また啓発パンフレット等の作成、医療関

係者の講演等による市民との交流事業を進める予定でございます。全額一般財源で

ございます。 

続きまして、１８０、１８１ページをご覧下さい。予防費でございます。予防費

につきましては、比較いたしますと昨年比較１，００７万５，０００円減の１億

３，００９万１，０００円でございます。 

それでは説明欄００１予防経費７，５３６万５，０００円でございます。この経

費は予防接種法に基づく予防接種で三種混合、二種混合、麻疹、風疹、日本脳炎、

インフルエンザ、ＢＣＧ、ポリオ、それぞれの規定の接種回数を対象年齢に、集団

接種及び個別接種により実施しております。また県補助金として、任意接種ではあ
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りますが、希望者に子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチンの接種を実施して

おります。これにかかる医療機関への委託料等の経費でございます。このうち特定

財源として、子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチン、県補助金７１２万１，

０００円、予防接種事故健康被害補償負担金２８１万７，０００円、計９９３万

８，０００円を国・県の支出金として、またインフルエンザ予防接種個人負担金７

８１万２，０００円として見込んでおります。一般財源は５，７６１万５，０００

円でございます。 

次に説明欄００２健康増進事業２８０万２，０００円でございます。これは市内

医療機関に委託して実施してる肝炎ウイルス検査の実施を行い、平成２２年度策定

した美祢市健康づくり計画に基づき、生活習慣病の予防のため、生活習慣のアドバ

イスや改善を則し、ウォーキング教室、健康教室を開催し、４０歳以上の方を対象

に健康手帳を配付し、自己の健康管理の啓発を進めております。このうち特定財源

として、県の健康増進事業、県支出金より８４万６，０００円、肝炎ウイルス検診

個人負担金２１万円を見込んでおります。一般財源は１７４万６，０００円でござ

います。 

続きまして、予算書の１８０、１８１から１８２、１８３ページをご覧下さい。

説明欄００３がん検診等事業４，５９１万２，０００円でございます。がん予防対

策の一環として、個別検診、集団検診の二つの方法により、胃がん、子宮がん、乳

がん、肺がん、大腸がん、前立腺がん、腹部超音波検診の各種がん検診を実施して

おります。このうち女性を対象とした子宮がんは２０歳以上から、その他は４０歳

以上の男女が対象です。前立腺がんにつきましては、４０歳から７０歳までの男性

としております。対象者数は４０歳以上の男性約８，５００人、女性１万５００

人、２０歳から４０歳までの女性約２，８００人でございます。過去の実績等を参

考にそれぞれのがん検診予定者を想定して、予算を計上しております。検診予定者

の延べ人数は１万２，２７０人となっております。また費用にかかる諸費用も計上

しており、主な費用は臨時職員賃金１００万円、運搬費１７１万６，０００円、検

診、検査委託料として、４，２３３万７，０００円、事務経費を入れて、計４，５

９１万２，０００円を計上しております。このうち特定財源として、個人負担金６

７７万３，０００円を計上し、一般財源は３，９１３万９，０００円でございま

す。 

続きまして、予算書１８２、１８３ページ、主要説明につきましては、４４ぺー

ジをご覧下さいませ。次に説明欄００４がん検診推進事業５６６万２，０００円で



- 74 - 

ございます。この事業は平成２３年度までは女性特有のがん検診として、実施した

事業でございます。平成２４年度からは大腸がんを加え、がん検診推進事業として

実施することでございます。これは特定な年齢に達した女性を対象に、女性特有の

がん、子宮がん、子宮頸がんと乳がん、特定な年齢に達した男女を対象とした大腸

がんで、該当者に検診費が無料になるクーポン券を交付し、受診促進を図ることと

した国庫補助事業でございます。子宮頸がん対象者約５７０名、乳がん検診対象者

約８５０名、大腸がん検診対象者約１，７００名で、受診率を３０％して、主な経

費として検診、検査委託料４７０万３，０００円を計上しております。事務費と合

わせて、５６６万２，０００円を計上しております。経費の２分の１の２８３万

１，０００円を国庫補助金として計上し、一般財源は２８３万１，０００円でござ

います。 

次に説明欄００５こころの健康サポート事業３５万円でございます。全国で３万

人を超える自殺者があり、県では平成２２年度から重点的に自殺を予防するための

啓発活動等対策を実施しております。本市におきましても、市が主体となって人材

の育成のための研修会や相談窓口の開設、うつ病、閉じこもり等に対するための啓

発活動を実施するものです。この経費につきましては県の１０割補助でございま

す。 

目３母子衛生費でございます。昨年と比較いたしまして、２９４万円の減額の

２，６０７万２，０００円でございます。説明欄００１母子衛生事業の中の不妊治

療助成事業３０万円でございます。不妊治療への経済的負担の軽減を図るための治

療費の助成事業で、対象者の自己負担に対して、１年度当たり３万円を限度に５年

間を限度として助成する県の補助事業でございます。１０件を想定しており、３０

万円を計上しております。２分の１の１５万円が県支出金となり、一般財源は１５

万円ほどでございます。 

次に説明欄００２、１歳６月児・３歳児健診事業１６２万４，０００円でござい

ます。幼児期の身体発育や精神発達の面から重要な時期の１歳６か月児と３歳児、

実際は３歳半児で実施しておりますが、に対する健康診査事業でございます。１歳

６ヶ月検診では歯科診察、歯磨き指導、育児指導など集団検診で行い、小児科診察

は１件５，６００円で、市立病院、山口吉南、厚狭郡、小野田市、宇部市、医師会

等に委託しております。３歳児検診は集団検診、平成２４年度は６回の予定でござ

いますが、これで行い尿検査、身体測定、歯科診察、小児科診察、歯磨き栄養指導

等を行います。主な経費は医師、歯科医師への報償金５０万４，０００円、診察検
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査委託料８５万円で事務的経費と合わせて、１６２万４，０００円を計上しており

ます。この経費は全額一般財源でございます。 

次に説明欄００３乳児検診事業２７７万５，０００円でございます。健康な乳幼

児の育成を図るため、１ヶ月児、３ヶ月児、７ヶ月において行う健康診査事業で、

各検診の受診表を１冊に纏めた乳児一般健康診査受診表を作成し、母子健康手帳交

付時に添付いたします。検診は山口県医師会と委託契約をし、個別に医療機関で受

診し、１件当たり５，６００円で、１６０人の参加医を予定しております。主な経

費は検診検査委託料２６８万８，０００円で、事務的経費と併せて、２７５万５，

０００円を計上しております。これは全額一般財源でございます。 

次に説明欄００４妊婦健診事業１，８８３万６，０００円でございます。母親の

健康保持増進のために、妊婦に対する健康診査事業で、出産まで１４回の妊婦検診

を県医師会に委託すると共に、１４回分が１冊になった受診表を母子健康手帳交付

時に手渡しております。検診では毎回問診及び診察、保健指導、血圧、体重測定、

尿検査を行うと共に、妊娠週数に応じて、子宮がん検診、超音波検診、血液検査等

を行っております。なお、事業は県補助事業であり、６回から１４回目までの費用

６，５０２万円の２分の１が県から補助されます。主な経費は妊婦数を１５７と見

込み、妊婦検診委託料１，８３２万９，０００円、妊婦検診事業扶助として、３５

万１，０００円など、計１，８８３万６，０００円を計上しております。検診委託

料のうち５５２万４，０００円が県支出金となっております。一般財源は１，３３

１万２，０００円でございます。 

続きまして、予算書１８２、１８３から１８４、１８５ページをご覧下さい。説

明欄００５育児等健康支援事業１８７万３，０００円でございます。これは次世代

育成支援行動計画に基づく、育児等健康支援事業及びこんにちは赤ちゃん事業で

す。育児学級、育児相談、年１回開催してる母と子のつどい等で、こんにちは赤ち

ゃん事業は生後４ヶ月までの乳児のいる家庭の全戸訪問する事業ですが、在宅助産

師に第１子の家庭訪問を委託しております。また母性及び乳幼児の健康増進を図る

ための事業を美祢市母子保健衛生推進協議会に委託し、地域の子育てサークルや家

庭訪問、市主催の母子保健事業への教育等実施しております。主な経費として、育

児学級講師謝礼の報償金２３万９，０００円、母子保健推進活動の委託料１１２万

５，０００円、母子保健訪問指導事業委託料１２万５，０００円、事務的経費を併

せて、計１８７万３，０００円を計上しております。経費の一部３２万円が国・県

の支出金で、一般財源は１５５万３，０００円でございます。 
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続きまして、１８４、１８５ページをご覧下さい。説明欄００６、５歳児発達相

談事業４万８，０００円でございます。これは保育園、幼稚園の年中児を対象とし

たアンケートを保護者及び保育園、幼稚園の職員に対して行い、発達の遅れ等気に

なる子どもへの相談を開催します。小児科医師や臨床心理士から助言や指導をもら

い保育園、幼稚園の職員と連携して、対象となる子どもの今後の対応について、検

討、支援していくための事業で、主な経費は小児科医師や臨床心理士に対する報償

金４万６，０００円で、経費は全面一般財源でございます。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） 佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） それでは続きまして、保健衛生費の目

の４環境衛生費でございます。その主要な事業を説明をします。予算書の１８６ペ

ージ、１８７ページをご覧下さい。予算の概要は４５、４６ページでございます。 

まず００４温暖化防止対策事業でございます。温暖化防止啓発を目的とするもの

でございまして、９６万６，０００円を計上しております。一つにはエコキャップ

回収運動や緑のカーテンの推進を予定しております。二つ目には住宅用の太陽光の

発電システムの設置助成事業でございます。これは自然エネルギーの普及促進等を

目的として、住宅用の大陽光発電システムを設置された場合には、１キロワット当

たり１万円、上限４万円の助成をするものでございます。予算は８０万円を計上し

ております。全額一般財源により行うものでございます。 

続きまして、目の５でございます。斎場費でございます。００１の美祢斎場運営

経費として、指定管理委託料として、１，６３１万１，０００円を計上しておりま

す。ゆうすげ苑は、平成２１年度から３年間の指定管理期間が経過し、平成２４年

度から向こう３年間の予定で、新たな指定管理者、有限会社こまつでございますけ

れども、管理運営を行っていく予定でございます。債務負担４，８９３万３，００

０円を設定しております。 

続きまして、目の６環境保全費でございます。予算書の１８８、１８９ページを

ご覧下さい。００１の環境保全経費でございますが、調査研究委託料に麦川地区坑

内水臭気対策として、５０万円を計上しております。これは平成２３年度において

は、この麦川地区の坑内水臭気対策事業として、その解決策を探る意味で、山大の

大学院の今井教授にお願いをして、酸化を促す実験装置を設置すると共に、調査・

分析等を行います。平成２４年におきましても、先生の提案されております提案の

一つでありますアスピレーターというものを使いまして、その効果を検証するもの

でございます。 
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次に、同じく調査・研究委託料でございますが、自動車騒音常時監視業務でござ

います。６４万６，０００円を計上しております。これは、これまで県が行ってお

りましたけれども、自動車騒音の常時監視業務をこの度権限移譲によりまして、こ

の業務の内容を、県がこれまで行って参りましたものを、市のほうで測定・分析を

行おうとするものでございます。全額一般財源により行うものでございます。 

次に予算書の１９０、１９１ページをご覧下さい。４款の衛生費・２項清掃費・

目１の清掃総務費でございます。００１の清掃総務経費の中でございますけれど

も、業務委託料として、５９万８，０００円を計上しております。これは不法投棄

物の回収リサイクル業務委託料でございます。主には、市内の道路沿い等の不法投

棄物を回収しようとするものでございます。通年の取り組みとして、道路沿線等に

ゴミの散乱が放棄されたものの状態を解消するために、定期的に取り組むとするも

のでございます。 

次に、合併処理浄化槽の設置整備事業費補助金でございます。２，３３０万４，

０００円を計上しております。平成２４年度は５人槽が２２基、７人槽が３６基、

１０人槽が２基を予定しております。財源は国の循環型社会形成推進交付金、これ

が７７６万８，０００円、県からの合併処理浄化槽の設置整備事業補助金でござい

ますけれども、４６６万円を計上しております。 

次に目の２塵芥処理費でございます。００２の塵芥処理経費でございますが、消

耗品の内訳として、２９万３，０００円を計上しております。これは生ごみ堆肥化

事業を行おうとするものでございます。堆肥化に向けて、段ボールコンポスト等の

材料を無償で配付しようとするものでございます。 

次に、００４のリサイクルセンターの管理運営経費でございます。予算書の１９

４ページ、１９５ページをご覧下さい。指定管理委託料として、２，１３０万３，

０００円を計上しております。 

次に、００５の最終処分場運営経費ですが、１，８７７万８，０００円を計上し

ております。主なものは指定管理委託料でございます。７１０万１，０００円を計

上しております。この美祢市リサイクルセンターと一般廃棄物最終処分場は、平成

２３年度から２回目の指定管理者により管理運営を行っております。２目塵芥処理

費の財源の一部としてはゴミ収集袋の手数料３，９４５万２，０００円を計上して

おります。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） 末岡地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 予算書を２枚めくって頂きまして、１９
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８ページ、１９９ページをお開き頂けたらと思います。４款衛生費・４項病院費・

目の２美祢社会復帰促進センター診療所費でございますが、説明欄の００２美祢社

会復帰促進センター診療所運営事業といたしまして、１億２，０３０万４，０００

円を計上いたしております。これは美祢社会復帰促進センターの受刑者を診察する

医師報酬、それから看護師、薬剤師賃金、またそれらに伴う社会保険料等が主なも

のでございます。なお財源といたしまして、所診療所運営にかかります経費の全額

に対し、国からの委託金を充当するものでございます。衛生費については以上でご

ざいます。 

○副委員長（髙木法生君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑は

ございませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねします。未給水地区の飲料水の補助金というのがあり

ますが、これは井戸を掘った時の補助金だと思いますが、その方達の未給水地区の

水質検査をして頂きたいというご意見がありましたが、こういったことは含まれて

いませんから、何とかどこかで何かないでしょうか。 

それとこころの健康サポート事業なんですが、これだけを見れば、講師の方が講

演をされて終わりかなという気がするんですけど、ここに来られる人が本当に悩ん

でおられないと思います。あとのフォローというのはどうなってるのかということ

と、それからゴミのことなんですけど、分別が高齢者の方とか分別、例えば木とか

プラスチック、金とか木とか硬質プラとか一緒になったものがあるんですよね。そ

ういったのはどうやって、ばらすわけにはいかないし、どうやって出そうかと悩ま

れます。それで分別をするシルバーかどなたか、そういった会社でもいいですけ

ど、分別するような、ぽんと出して、そこの方が分別して下さるようなシステムは

できないだろうかという相談を受けてますけど、そういった面ではどうなのでしょ

うか。以上お尋ねします。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） それではお答えをいたします。水質検

査につきましては、従来より個人の方のほうに行っていただくように、いろいろと

そのほうについての手配は市のほうでさせて貰っております。 

それからゴミの分別でございますけれども、なかなか今言われますようないろん

なものが混ざっておるということがありますけれども、出される時に主な内容と言

いますか、ということでその主な内容ということを基に、そのゴミの提出日に出さ

れたら、あと出されたものにつきましては、市のほうで適切な分別と言いますか、
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対応をさせて貰っているところでございます。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、原川健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（原川清史君） こころのサポート事業ということについ

てのお尋ねでございます。これにつきましては、先程申しました県の１０割の事業

でやっておるわけでございますが、相談につきましては結構保健センターのほうご

ざいます。ということで、保健師とそれから関係のところと一緒にあいましてやっ

ておりますので、お伝えしたいと思います。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 未給水の水質検査の件は、複数の方が言って下さいますけ

ど、やはりそういった面は配慮していただきたいなと思いますので、何とかならな

いかと思いますので、本当に余地はないのでしょうか。お尋ねします。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） お答えをいたします。これまでは、個

人の方の責任においてやってきていただいております。場所によってと言います

か、地域によって、いろんなその特に地域的の広がりにおいて、そういう問題点が

あるなと場合とか、特殊な場合については、市のほうでその辺りを対応、確認なり

をするべきだというふうなそういうことは思っております。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） 三好委員良いですね。はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 予算書の１９１ページをお願いします。合併浄化槽の補助金

の件で先程説明がありました。５人槽で２２、７人槽で３６、１０人槽で２基、こ

の５人、７人、１０人槽の補助の金額を教えていただきます。（発言する者あり）

了解しました。 

○副委員長（髙木法生君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） それでは一点、毎年ちょっと私のほうからご質問させて貰っ

てるんですが、美祢社会復帰促進センターの診療所の件ですが、ここを誘致した時

にこの診療所は地域の方々にも開放するという大前提の約束のもと、誘致したとい

うことがありますが、残念ながら医師の確保が難しいということで、現在に至るま

で地域への開放がなされてないという状況になっておりますが、現状、その辺のア

クションと言いますか、行動をどのようにとられておるかということと、今後地域

への開放が見込まれる見通しがあるかどうかということをお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○副委員長（髙木法生君） はい、末岡地域情報課長。 
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○総合政策部地域情報課長（末岡竜夫君） 西岡委員がおっしゃるとおり、まだ開設

されてないのが現状でございます。私どもも担当部署といたしまして、法務省と

再々その話はしておりますが、やはり婦人科医の不足ということで、なかなかその

辺の目途がたたず、まだ決定をしていないという状況にございます。もう少し様子

を見守って頂ければというふうに思います。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 婦人科医を開業するという最初のお話がありましたけど、な

かなかそれが難しいということで、地域医療を行う内科医等の先生のほうにお願い

出来ないかなというご提案も地域のほうからしてると思いますので、その辺も十分

認識しておられると思いますけれども、一層力を入れてやって頂きたいというふう

に思います。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） 要望で良いですね。はい、ほかに。はい、南口委員。 

○委員（南口彰夫君） ゴミ袋のことで質問したいんですが、突然の質問なので、き

ょう資料、私が知りたいのはゴミ袋が、本来ゴミ袋ってゴミ収集は自治体の責任な

ので、ただじゃなけんやいけんけど、ゴミを収集するのはただやけど、袋代という

ことで手数料徴収してるんですいね。その袋の手数料が、今ゴミ袋が特に可燃物、

燃えるやつね、燃える秋芳のカルストに持っていきよるゴミ袋が大・中・小ぐらい

に分かれてるでしょう。大・中・小で分かれちょるのが、この４年間見てゴミ袋の

実際の使用料と使用枚数か、枚数がこの４年間市民が利用されるゴミ袋の使用枚数

が増えてきよるんか、減ってきよるんかの傾向が知りたい。その上で、一つの傾向

が分かれば、その上で質問したいことがあるんですが、その数字をすぐ示すことが

出来れば、今すぐ質問しますが、おそらく合併後が知りたいんです。合併前は衛生

組合議会だったので、趣旨がちょっと違うんで、合併後そのゴミ袋が４年間どう推

移してるだろうかということが分かれば今すぐ、分からなければ後日調べて報告し

た上で質問したいと。以上です。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） お答えをいたします。おっしゃるとお

り、ただ今すぐというデータの提出は出来ませんので、また後日提出させて頂きま

す。 

○副委員長（髙木法生君） では後日（発言する者あり）はい、明日に提出頂くよう

にお願いいたしたいと思います。（発言する者あり）分かりました。ほかにござい

ませんか。はい、三好委員。 
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○委員（三好睦子君） お尋ねします。ページが１８７なんですが、船窪山斎場運営

経費なんですけど、これは市長と語る会でも意見が出ていましたが、改修をしてほ

しいというような内容だったと思うんですが、修繕費とか改修費とかが含まれてま

せんが、住民の皆さんのご要望は届いたのかなと思うんですが、どうなのでしょう

か。 

それともう一件予算の概要の中で４５ページ何ですが、太陽光発電システムの助

成事業なんですけど、これなんですけど、４キロで４万円なんですけど、その助成

金が現金ではなくて、地域の商品券と２割は農産物を使わなければいけないとかを

聞いたような気がするんですが。実際はこういった面、そういった場合にちょっと

感じとしては地域が振興して良いような気がするけど、実際そのこれを助成を受け

られて太陽光を設置をされようと思われる方が、もし農家だったりした時はどうな

るのかなと。やはりせっかくの助成金が使いにくいのではないかなと思うんですけ

ど、商品券も商工会に入っておられるところでないと使えないのだと思うんですけ

ど、そういった面の配慮とかどうなっているのでしょうかお尋ねします。 

○副委員長（髙木法生君） はい、佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） それではお答えをいたします。船窪山

の斎場の件でございますけれども、改修という経費が今回も盛り込んではおりませ

んですですけれども、船窪山の施設の利用については、現在こちらのほうにゆうす

げ苑というまだ新しいものがございます。その船窪山自体の今からの方向性という

ものが、今現在はっきりした状態ではございません。その辺りはもう船窪山がとい

う施設よりもゆうすげ苑という施設が、新しいものがあるということを、市民の

方々もおよそ周知が出来たのではないかと思ってはおりますけれども、やはり利便

性と言うか距離の問題とかございますので、もう少し方向性についての確認の時間

が必要だろうというふうに思っております。その当たりで、ある意味では方向性が

見えた時点では、本格的な改修とかそういう辺りも一つの検討、予算付けも出てく

るだろうというふうに思います。 

二点目の太陽光の発電のことですけども、確かに商品券といいますか、そういう

点でメリットがあるかないかというご意見なんですけれども、太陽光の１キロワッ

ト１万円というのは、あくまでも全体の予算からすれば、わずかなものかなという

ふうに思っております。そういうこの予算は、自然エネルギーを使おうという啓発

的な観点が多分にあろうと思いますので、現金をというよりも、商品券ということ

で、併せて地域の振興というその思いも含めたほうが良いのではなかろうかという
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ことで、商品券をお配りするということでございます。農家の方に農産物というこ

とも、それも日頃農産物を扱われると言えども、いろいろとまた市内の農産物の再

認識もされるんであろうかというふうに思いますので、農家の方も良いのではなか

ろうかというふうに思います。以上でございます。 

○副委員長（髙木法生君） ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（髙木法生君） 質疑なしと認め質疑を終わります。これにて本日の審査

を終了いたします。なお、本日審査をいたしました一般会計予算の残余の部分につ

きましては、明日３月８日、午前９時３０分より当委員会を開催いたしますので、

よろしくお願い申し上げます。本日はこれにて散会をいたします。ご審査、ご協力

誠にありがとうございました。お疲れ様でございました。 

午後５時２０分散会 
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